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大村市消防団員等公務災害補償条例の改正概要（第３５号議案関係）

１ 改正の理由

消防団員等の公務災害に対する損害補償の算定の基礎となる日額（以下「補償基

礎額」という。）については、消防組織法等の規定により、その基準を定める政令

に従い条例で定めることとされている。当該政令が改正されたことに伴い、本条例

も同様に改正するものである。

２ 改正の内容

(1) 消防団員の補償基礎額を次のとおり引き上げる。

(2) 消防作業従事者等の補償基礎額を 8,900 円から 9,100 円に引き上げる。

３ 施行期日

公布の日（令和６年４月１日以後に支給すべき事由が生じた損害補償及び同日前

に支給すべき事由の生じた同日以後の期間に係る傷病補償年金等について適用）

階級 勤務年数 改正前 改正後 差額

団長及び副団長 10 年未満 12,440 円 12,500 円 60 円

10 年以上 20 年未満 13,320 円 13,350 円 30 円

20 年以上 14,200 円 14,200 円 ―

分団長及び副分団長 10 年未満 10,670 円 10,800 円 130 円

10 年以上 20 年未満 11,550 円 11,650 円 100 円

20 年以上 12,440 円 12,500 円 60 円

部長、班長及び団員 10 年未満 8,900 円 9,100 円 200 円

10 年以上 20 年未満 9,790 円 9,950 円 160 円

20 年以上 10,670 円 10,800 円 130 円
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大
村
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
補
償
基
礎
額
）

第
５
条

略
２

前
項
の
補
償
基
礎
額
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(
1
)
略

(
2
)
消
防
作
業
従
事
者
、
救
急
業
務
協
力
者
若
し
く
は
水
防
従
事
者
又
は
応

急
措
置
従
事
者
（
以
下
「
消
防
作
業
従
事
者
等
」
と
い
う
。
）
が
消
防
作

業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
、
又
は
応
急
措
置
の
業

務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か

り
、
又
は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
、
又

は
応
急
措
置
の
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に

よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
９
，
１
０

０
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
、
そ
の
者
の
通
常
得
て
い
る
収
入
の

日
額
に
比
し
て
公
正
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
１
４
，
２
０
０
円

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
を
増
額
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
・
４

略

別
表
（
第
５
条
関
係
）

補
償
基
礎
額
表

備
考

略

（
補
償
基
礎
額
）

第
５
条

略
２

前
項
の
補
償
基
礎
額
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(
1
)
略

(
2
)
消
防
作
業
従
事
者
、
救
急
業
務
協
力
者
若
し
く
は
水
防
従
事
者
又
は
応

急
措
置
従
事
者
（
以
下
「
消
防
作
業
従
事
者
等
」
と
い
う
。
）
が
消
防
作

業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
、
又
は
応
急
措
置
の
業

務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か

り
、
又
は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
、
又

は
応
急
措
置
の
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に

よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
８
，
９
０

０
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
、
そ
の
者
の
通
常
得
て
い
る
収
入
の

日
額
に
比
し
て
公
正
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
１
４
，
２
０
０
円

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
を
増
額
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
・
４

略

別
表
（
第
５
条
関
係
）

補
償
基
礎
額
表

備
考

略

階
級

勤
務
年
数

１
０
年
未
満

１
０
年
以
上

２
０
年
未
満

２
０
年
以
上

団
長
及
び
副
団
長
１
２
，
５
０
０
円
１
３
，
３
５
０
円
１
４
，
２
０
０
円

分
団
長
及
び
副
分

団
長

１
０
，
８
０
０
円
１
１
，
６
５
０
円
１
２
，
５
０
０
円

部
長
、
班
長
及
び
団

員
９
，
１
０
０
円

９
，
９
５
０
円
１
０
，
８
０
０
円

階
級

勤
務
年
数

１
０
年
未
満

１
０
年
以
上

２
０
年
未
満

２
０
年
以
上

団
長
及
び
副
団
長
１
２
，
４
４
０
円
１
３
，
３
２
０
円
１
４
，
２
０
０
円

分
団
長
及
び
副
分

団
長

１
０
，
６
７
０
円
１
１
，
５
５
０
円
１
２
，
４
４
０
円

部
長
、
班
長
及
び
団

員
８
，
９
０
０
円

９
，
７
９
０
円
１
０
，
６
７
０
円
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大村市職員退隠料等支給条例の一部を改正する条例の改正概要（第３６号議案

関係）

１ 改正の理由

昭和３７年１１月３０日以前に退職した職員又はその遺族に支給する年金（普通

退隠料及び扶助料）の額については、恩給法の規定による恩給の額に準じて条例で

規定している。恩給の改定率を定める政令が改正されたことに伴い、条例の改正を

行うものである。

２ 改正の内容

普通退隠料の受給資格を有する職員が昭和３７年１１月３０日以前に死亡した場

合に、その遺族に対して支給する扶助料の最低保障額及び寡婦加算額を、次のとお

り引き上げる。

３ 施行期日

公布の日（令和６年４月１日から適用）

区分 改正前 改正後 差額

最低保障額（年額） 792,000 円 813,400 円 21,400 円

寡婦加算額（年額） 152,800 円 156,000 円 3,200 円
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大
村

市
職

員
退

隠
料

等
支

給
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
（

昭
和

４
９
年

大
村

市
条

例
第

２
５

号
）

（
新

旧
対

照
表

）
（

第
１

条
関

係
）

改
正

後
改

正
前

附
則

１
～

５
略

（
長

期
在

職
者

等
の

退
隠

料
年

額
に

つ
い

て
の

特
例

）

６
普

通
退

隠
料

又
は

扶
助

料
で

、
次

の
表

の
左

欄
の

区
分

に
対

応
す

る
同

表
の

中
欄

に
掲

げ
る

区
分

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

の
令

和
６

年
４

月
分

以
降

の
年

額
が

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
左

欄
及

び
中

欄
に

掲
げ

る
区

分
に

対
応

す
る

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
額

に
満

た
な

い
と

き
は

、
当

該
右

欄
に

掲
げ

る
額

を
も

っ
て

そ
の

年
額

と
す

る
。

７
～

１
１

略

附
則

別
表

（
附

則
第

２
項

関
係

）

附
則

１
～

５
略

（
長

期
在

職
者

等
の

退
隠

料
年

額
に

つ
い

て
の

特
例

）

６
普

通
退

隠
料

又
は

扶
助

料
で

、
次

の
表

の
左

欄
の

区
分

に
対

応
す

る
同

表
の

中
欄

に
掲

げ
る

区
分

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

の
平

成
１

２
年

４
月

分
以

降
の

年
額

が
そ

れ
ぞ

れ
同

表
の

左
欄

及
び

中
欄

に
掲

げ
る

区
分

に
対

応
す

る
同

表
の

右
欄

に
掲

げ
る

額
に

満
た

な
い

と
き

は
、

当
該

右
欄

に
掲

げ
る

額
を

も
っ

て
そ

の
年

額
と

す
る

。

７
～

１
１

略

附
則

別
表

（
附

則
第

２
項

関
係

）

普
通

退
隠

料

又
は

扶
助

料

普
通

退
隠

料
又

は
扶

助
料

の
算

定
の

基
礎

と
な

る
通

算
在

職
年

の
年

数

金
額

略 扶
助

料
在

職
１

５
年

以
上

８
１

３
，

４
０

０
円

略

略

普
通

退
隠

料

又
は

扶
助

料

普
通

退
隠

料
又

は
扶

助
料

の
算

定
の

基
礎

と
な

る
通

算
在

職
年

の
年

数

金
額

略 扶
助

料
在

職
１

５
年

以
上

７
９

２
，

０
０

０
円

略

略
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大
村

市
職

員
退

隠
料

等
支

給
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
（

昭
和

５
１
年

大
村

市
条

例
第

２
４

号
）

（
新

旧
対

照
表

）
（

第
２

条
関

係
）

改
正

後
改

正
前

附
則

１
・

２
略

（
扶

助
料

の
年

額
に

係
る

加
算

の
特

例
）

３
退

隠
料

条
例

第
２

５
条

第
１

項
第

１
号

又
は

第
３

号
に

規
定

す
る

扶
助

料
を

受
け

る
者

が
妻

で
あ

っ
て

、
そ

の
妻

が
６

０
歳

以
上

で
あ

る
場

合
に

は
、

そ
の

年
額

に
、

１
５

６
，

０
０

０
円

を
加

え
る

も
の

と
す

る
。

３
の

２
～

７
略

附
則

別
表

（
附

則
第

２
項

関
係

）

附
則

１
・

２
略

（
扶

助
料

の
年

額
に

係
る

加
算

の
特

例
）

３
退

隠
料

条
例

第
２

５
条

第
１

項
第

１
号

又
は

第
３

号
に

規
定

す
る

扶
助

料
を

受
け

る
者

が
妻

で
あ

っ
て

、
そ

の
妻

が
６

０
歳

以
上

で
あ

る
場

合
に

は
、

そ
の

年
額

に
、

１
５

２
，

８
０

０
円

を
加

え
る

も
の

と
す

る
。

３
の

２
～

７
略

附
則

別
表

（
附

則
第

２
項

関
係

）

略
略
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大
村
市
税
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

第
３
６
条
の
３

法
第
３
４
８
条
第
２
項
第
９
号
、
第
９
号
の
２
若
し
く
は
第

１
２
号
の
固
定
資
産
又
は
同
項
第
１
６
号
の
固
定
資
産
（
独
立
行
政
法
人
労

働
者
健
康
安
全
機
構
が
設
置
す
る
医
療
関
係
者
の
養
成
所
に
お
い
て
直
接
教

育
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
同
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
土
地
に
つ
い
て
は
第
１
号
及
び
第
２
号
に
、
家
屋

に
つ
い
て
は
第
３
号
及
び
第
４
号
に
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
第
５
号
及
び

第
６
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
土
地
、
家
屋
又
は
償

却
資
産
が
学
校
法
人
若
し
く
は
私
立
学
校
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
２
７
０

号
）
第
１
５
２
条
第
５
項
の
法
人
、
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法

人
、
宗
教
法
人
若
し
く
は
社
会
福
祉
法
人
で
幼
稚
園
を
設
置
す
る
も
の
、
医

療
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
２
０
５
号
）
第
３
１
条
の
公
的
医
療
機
関
の
開

設
者
、
令
第
４
９
条
の
１
０
第
１
項
に
規
定
す
る
医
療
法
人
、
公
益
社
団
法

人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
、
一
般
社
団
法
人
（
非
営
利
型
法
人
（
法
人
税

法
第
２
条
第
９
号
の
２
に
規
定
す
る
非
営
利
型
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
一
般
財
団
法

人
（
非
営
利
型
法
人
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
、
社
会
福
祉
法
人
、
独

立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
、
健
康
保
険
組
合
若
し
く
は
健
康
保
険

組
合
連
合
会
若
し
く
は
国
家
公
務
員
共
済
組
合
若
し
く
は
国
家
公
務
員
共
済

組
合
連
合
会
で
看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
、
助
産

師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
若
し
く
は
作
業
療
法
士
の
養
成
所
を
設

置
す
る
も
の
、
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
で
図
書
館
を
設
置

す
る
も
の
、
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
若
し
く
は
宗
教
法
人

で
博
物
館
法
（
昭
和
２
６
年
法
律
第
２
８
５
号
）
第
２
条
第
１
項
の
博
物
館

を
設
置
す
る
も
の
又
は
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
で
学
術
の

研
究
を
目
的
と
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
学
校
法
人
等
」
と
い

う
。
）
の
所
有
に
属
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該
土
地
、
家

屋
又
は
償
却
資
産
を
当
該
学
校
法
人
等
に
無
料
で
使
用
さ
せ
て
い
る
こ
と
を

第
３
６
条
の
３

法
第
３
４
８
条
第
２
項
第
９
号
、
第
９
号
の
２
若
し
く
は
第

１
２
号
の
固
定
資
産
又
は
同
項
第
１
６
号
の
固
定
資
産
（
独
立
行
政
法
人
労

働
者
健
康
安
全
機
構
が
設
置
す
る
医
療
関
係
者
の
養
成
所
に
お
い
て
直
接
教

育
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
同
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
土
地
に
つ
い
て
は
第
１
号
及
び
第
２
号
に
、
家
屋

に
つ
い
て
は
第
３
号
及
び
第
４
号
に
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
第
５
号
及
び

第
６
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
土
地
、
家
屋
又
は
償

却
資
産
が
学
校
法
人
若
し
く
は
私
立
学
校
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
２
７
０

号
）
第
６
４
条
第
４
項
の
法
人
、
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法

人
、
宗
教
法
人
若
し
く
は
社
会
福
祉
法
人
で
幼
稚
園
を
設
置
す
る
も
の
、
医

療
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
２
０
５
号
）
第
３
１
条
の
公
的
医
療
機
関
の
開

設
者
、
令
第
４
９
条
の
１
０
第
１
項
に
規
定
す
る
医
療
法
人
、
公
益
社
団
法

人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
、
一
般
社
団
法
人
（
非
営
利
型
法
人
（
法
人
税

法
第
２
条
第
９
号
の
２
に
規
定
す
る
非
営
利
型
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
一
般
財
団
法

人
（
非
営
利
型
法
人
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
、
社
会
福
祉
法
人
、
独

立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
、
健
康
保
険
組
合
若
し
く
は
健
康
保
険

組
合
連
合
会
若
し
く
は
国
家
公
務
員
共
済
組
合
若
し
く
は
国
家
公
務
員
共
済

組
合
連
合
会
で
看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
、
助
産

師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
若
し
く
は
作
業
療
法
士
の
養
成
所
を
設

置
す
る
も
の
、
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
で
図
書
館
を
設
置

す
る
も
の
、
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
若
し
く
は
宗
教
法
人

で
博
物
館
法
（
昭
和
２
６
年
法
律
第
２
８
５
号
）
第
２
条
第
１
項
の
博
物
館

を
設
置
す
る
も
の
又
は
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
で
学
術
の

研
究
を
目
的
と
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
学
校
法
人
等
」
と
い

う
。
）
の
所
有
に
属
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該
土
地
、
家

屋
又
は
償
却
資
産
を
当
該
学
校
法
人
等
に
無
料
で
使
用
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
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改
正
後

改
正
前

証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1)
～
(
6
)
略

証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1)
～
(6
)
略
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大
村
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
市
に
お
い
て
行
う
事
務
）

第
２
条

市
は
、
保
険
料
の
徴
収
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
平
成
１
９
年
政
令
第
３
１
８
号
）
第
２
条
並
び
に
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
１
９
年
厚
生
労
働
省
令
第
１
２

９
号
）
第
６
条
及
び
第
７
条
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を
行
う
も
の
と
す
る
。

(
1
)
～
(
7
)
略

(
8
)

広
域

連
合

条
例

附
則

第
３

条
の

傷
病

手
当

金
の

支
給

に
係

る
申

請
書

の
提
出
の
受
付

(
9
)
略

（
市
に
お
い
て
行

う
事
務
）

第
２
条

市
は
、
保
険
料
の
徴
収
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
平
成
１
９
年
政
令
第
３
１
８
号
）
第
２
条
並
び
に
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
１
９
年
厚
生
労
働
省
令
第
１
２

９
号
）
第
６
条
及
び
第
７
条
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を
行
う
も
の
と

す
る
。

(
1
)
～
(
7
)
略

(
8
)

広
域

連
合

条
例

附
則

第
５

条
の

傷
病

手
当

金
の

支
給

に
係

る
申

請
書

の
提
出
の
受
付

(
9
)
略
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大村市手数料条例の改正概要（第３９号議案関係）

１ 改正の理由

現存する建築物のうち、建築基準法（以下「法」という。）が適用される以前（昭

和２５年以前）の建築物及び建築時点で法等に基づく建築基準を満たす建築物で、

その後の法の改正等により当該基準を満たさず、不適格となっている状態のもの（以

下「既存不適格の建築物」という。）については、現行の基準が適用されないが、改

築等の建築行為を行った場合には、現行の基準が適用される。

法の改正により、大規模の修繕（※１）又は大規模の模様替（※２）を行う既存不

適格の建築物については、特定行政庁（※３）の「認定」を受けることにより接道規

制（※４）及び道路内建築制限（※５）の適用を除外することができることとなった。

建築基準法施行令の改正により、この「認定」に係る事務が市町村の長の事務と

されたことから、当該事務に係る手数料を定めるため、条例の改正を行うものであ

る。

※１ 大規模の修繕とは、建築物の主要な構造部（柱、壁、屋根等）のうち、１つ以上のものに

ついて既存のものと同じ材質を用いて修繕を行うことをいう。

※２ 大規模の模様替とは、建築物の主要な構造部（柱、壁、屋根等）のうち、１つ以上のもの

について既存のものと異なる材質を用いて修繕を行うことをいう。

※３ 特定行政庁とは、建築主事を置く市町村の区域にあっては当該市町村の長をいい、その他

の市町村の区域にあっては都道府県知事をいう。

※４ 接道規制とは、法第４２条に規定する道路に建築物の敷地が２メートル以上接していな

ければならないことをいう。

※５ 道路内建築制限とは、建築物の軒等が、道路内に突き出すことのないように建築しなけれ

ばならないことをいう。

＜道路内建築制限が不適格の例＞

２ｍ

４ｍ

建築基準法上の道路無接道敷地 建築基準法上の道路ではない通路

建築基準法上の道路 建築基準法上の道路

既存 既存

既存

＜接道規制が不適格の例＞

利用可能な通路

外壁等の改修

（大規模修繕）

建築が制限される部分

通行上支障がない庇

外壁等の改修

（大規模修繕）

9



２ 改正の内容

上記の認定の申請に対する審査に係る手数料は、１件につき２７，０００円とす

る。

３ 施行期日

公布の日
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大
村
市
手
数
料
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

別
表
第
２
（
第
２
条
関
係
）

別
表
第
２
（
第
２
条
関
係
）

項
手

数
料

を
徴

収
す

る
事

項
手

数
料

の
額

手
数
料
の
名
称

手
数

料
を

徴
収

す
る
事
務

略 １
３

既
存

の
一

の
建

築
物

に
つ

い
て

２
以

上
の

工
事

に
分

け
て

工
事

を
行

う
場

合
の

認
定

を
受

け
た

全
体

計
画

の
変

更
に

係
る

認
定

申
請

手
数

料
あ

あ

法
第

８
６

条
の

８
第

３
項

の
規

定
に

基
づ

く
既

存
の

一
の

建
築

物
に

つ
い

て
２

以
上

の
工

事
に

分
け

て
工

事
を

行
う

場
合

の
認

定
を

受
け

た
全

体
計

画
の

変
更

に
係

る
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

１
件

に
つ

き
２

７
，
０
０
０
円

１
３

の
２

既
存

建
築

物
の

大
規

模
の

修
繕

又
は

大
規

模
の

模
様

替
に

対
す

る
建

築
物

の
敷

地
と

道
路

と
の

関
係

に
関

す
る

規
定

の
適

用
除

外
に

係
る

認
定

申
請

手
数

料
あ

あ

建
築

基
準

法
施

行
令

（
昭

和
２

５
年

政
令

第
３

３
８

号
。

以
下

「
政

令
」

と
い

う
。
）
第
１
３

７
条

の
１

２
第

６
項

の
規

定
に

基
づ

く
既

存
建

築
物

の
大

規
模

の
修

繕
又

は
大

規
模
の
模
様
替
に

１
件

に
つ

き
２

７
，
０
０
０
円

項
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
項

手
数
料
の
額

手
数
料
の
名
称

手
数

料
を

徴
収

す
る
事
務

略 １
３

既
存

の
一

の
建

築
物

に
つ

い
て

２
以

上
の

工
事

に
分

け
て

工
事

を
行

う
場

合
の

認
定

を
受

け
た

全
体

計
画

の
変

更
に

係
る

認
定

申
請

手
数

料
あ

あ

法
第

８
６

条
の

８
第

３
項

の
規

定
に

基
づ

く
既

存
の

一
の

建
築

物
に

つ
い

て
２

以
上

の
工

事
に

分
け

て
工

事
を

行
う

場
合

の
認

定
を

受
け

た
全

体
計

画
の

変
更

に
係

る
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

１
件
に
つ
き

２
７
，
０
０
０
円
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改
正
後

改
正
前

対
す

る
建

築
物

の
敷

地
と

道
路

と
の

関
係

に
関

す
る

規
定

の
適

用
除

外
に

係
る

認
定

の
申

請
に

対
す
る
審
査

１
３

の
３

既
存

建
築

物
の

大
規

模
の

修
繕

又
は

大
規

模
の

模
様

替
に

対
す

る
道

路
内

の
建

築
制

限
の

適
用

除
外

に
係

る
認

定
申

請
手

数
料

あ

政
令

第
１

３
７

条
の

１
２

第
７

項
の

規
定

に
基

づ
く

既
存

建
築

物
の

大
規

模
の

修
繕

又
は

大
規

模
の

模
様

替
に

対
す

る
道

路
内

の
建

築
制

限
の

適
用

除
外

に
係

る
認

定
の

申
請

に
対
す
る
審
査

１
件

に
つ

き
２

７
，
０
０
０
円

略 ２
０

建
築

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

向
上

計
画

認
定

申
請

手
数

料
あ

あ

建
築

物
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
性

能
の

向
上

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成

２
７

年
法

律
第

５
３

号
。
以
下
「
建
築

物
消

費
性

能
向

上
法

」
と

い
う
。
）
第
３
４
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
建

築
物

略

略 ２
０

建
築

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

向
上

計
画

認
定

申
請

手
数

料
あ

あ

建
築

物
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
性

能
の

向
上

に
関

す
る

法
律

（
平

成
２

７
年

法
律

第
５

３
号

。
以

下
「

建
築

物
消

費
性

能
向

上
法
」
と
い
う
。
）

第
３

４
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
建

築
物

エ
ネ

略

12



改
正
後

改
正
前

備
考 １

略

２
こ
の
表
の
１
の
項
の
１
棟
に
つ
い
て
は
、
政
令
第
８
１
条
第
４
項
の

規
定

に
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
別

の
建

築
物

と
み

な
さ

れ
る

建
築

物
の

部
分

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
建
築
物
の
部
分
を
も
っ
て
１
棟
と
す
る
。

３
～
１
０

略

備
考 １

略

２
こ
の
表
の
１
の
項
の
１
棟
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭

和
２
５
年
政
令
第
３
３
８
号
）
第
８
１
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ

別
の

建
築

物
と

み
な

さ
れ

る
建

築
物

の
部

分
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、
当
該
建
築
物
の
部
分
を
も
っ
て
１
棟
と
す
る
。

３
～
１
０

略

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
性

能
向

上
計

画
（

同
項

に
規

定
す

る
建

築
物

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
性

能
向

上
計

画
を

い
う

。
以

下
同
じ
。
）
の
認

定
の

申
請

（
当

該
申

請
に

併
せ

て
建

築
物

消
費

性
能

向
上

法
第

３
５

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
る

審
査

の
申

出
を

行
う

場
合

を
除

く
。
）
に
対
す
る

審
査

略

ル
ギ

ー
消

費
性

能
向

上
計

画
（

同
項

に
規

定
す

る
建

築
物

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
性

能
向

上
計

画
を

い
う

。
以

下
同
じ
。
）
の
認
定

の
申

請
（

当
該

申
請

に
併

せ
て

建
築

物
消

費
性

能
向

上
法

第
３

５
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
審

査
の

申
出

を
行

う
場

合
を

除
く
。
）
に
対
す
る

審
査

略
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照
明
設
備
の

整
備

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

A
コ
ー

ト

B
コ
ー

ト

C
コ
ー

ト

D
コ
ー

ト

令
和

６
年

７
月
完

成
予

定

令
和

７
年

３
月
完

成
予

定

令
和

８
年

３
月
完

成
予

定

令
和

８
年

３
月
完

成
予

定

第　　号議案関係資料

A

1 80 0以上

1
800
以
上

18
00以

上

18 0
0以

上

1800以上

φ
60

.5x
3.8

φ8
9.1

x4.2

C
PL-

3.2t

安全
領域

φ
89.

1x4
.2

ぼ
う

け
ん

広
場

① ②

③ ④

ゴ
ル

フ
場

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

グ
ラ
ウ

ン
ド

多
目

的
広
場

平
面

図
大

村
市
総
合
運
動

公
園

凡
　

例

Ｂ
照
明

範
囲

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
競
技

向
け

）

Ａ
照
明

範
囲

（
サ

ッ
カ

ー
競

技
向
け

）

① ② ③ ④

14

3675
折れ線

3675
テキストボックス
照明設備
（令和６年７月供用開始分）


3675
タイプライターテキスト
至佐世保市


3675
タイプライターテキスト
至諫早市


3675
タイプライターテキスト
市道杭出津松原線


3675
タイプライターテキスト
４０




大
村
市
体
育
施
設
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

別
表
第
２
（
第
９
条
関
係
）

１
～
６

略

７
大
村
市
総
合
運
動
公
園
の
使
用
料

備
考 １

「
Ａ

照
明

」
と

は
、

サ
ッ

カ
ー

競
技

向
け

の
照

明
を

い
い

、
「

Ｂ

照
明
」
と
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
向
け
の
照
明
を
い
う
。

２
略

３
略

４
略

別
表
第
２
（
第
９
条
関
係
）

１
～
６

略

７
大
村
市
総
合
運
動
公
園
の
使
用
料

備
考 １

略

２
略

３
略

施
設
名

施
設
使
用
料

附
属
設
備
使
用
料

多
目
的
広
場

１
コ
ー
ト
３

０
分
に
つ
き

３
０
０
円

夜
間

照
明

Ａ
照
明

１
コ
ー
ト
３
０
分
に
つ
き

６
０
０
円

Ｂ
照
明

１
コ
ー
ト
３
０
分
に
つ
き

９
５
０
円

略

施
設
名

施
設
使
用
料

附
属
設
備
使
用
料

運
動
広
場

１
コ

ー
ト

３

０
分

に
つ

き

３
０
０
円

略

15



消防ポンプ自動車図面

第４１号議案関係資料

※車体を除く取付品等の位置、寸法

等については、変更となる場合が

あります。

大村市消防団 第１０分団

大村市消防団 第１０分団

大１０

xx-xx

xx-xx
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入札物件 担当課

番号 備考

1 2

2 1 落札

3 2

4 5

5 辞退

6 4

上記のとおり入札を執行しましたので

公表いたします。

上記の金額に100分の10に相当する額を加算した金額が

法律上の申込みに係る価格である。

大村市長　園田　裕史

物品等入札状況調書

消防ポンプ自動車 安全対策課

入札日時･場所 令和６年４月２４日（水）　午前１０時３０分　　市役所第６会議室

業者名 入札額 再入札額

ヤナセ産業（株） 23,300,000 

（株）ナカムラ消防化学 22,700,000 

（株）ツクモ 23,300,000 

（株）ユタカ防災サービス　大村
支店 24,000,000 

（株）サン・クリエイト -

ユニオン防災 23,800,000 

令和６年４月２４日

第４１号議案関係資料
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長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
（
新
旧
対
照
表
）

変
更
後

変
更
前

別
表
第
１
（
第
４
条
関
係
）

別
表
第
１
（
第
４
条
関
係
）

区
分

市
町
に
お
い
て
行
う
事
務

１
被
保
険
者
の
資
格
の
管
理
に

関
す
る
事
務

(1
)
申
請
及
び
届
出
の
受
付

(2
)
資
格
確
認
書
等
の
引
渡
し

(3
)
資
格
確
認
書
等
の
返
還
の
受
付

(4
)
上
記
事
務
に
付
随
す
る
事
務

２
医
療
給
付
に
関
す
る
事
務

(1
)
医
療
給
付
に
関
す
る
申
請
及
び
届

出
の
受
付
並
び
に
証
明
書
の
引
渡
し

(2
)
上
記
事
務
に
付
随
す
る
事
務

３
保
険
料
の
賦
課
に
関
す
る
事

務

(1
)
保
険
料
に
関
す
る
申
請
の
受
付

(2
)
上
記
事
務
に
付
随
す
る
事
務

区
分

市
町
に
お
い
て
行
う
事
務

１
被
保
険
者
の
資
格
の
管
理
に

関
す
る
事
務

(1
)
申
請
及
び
届
出
の
受
付

(2
)
被
保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書
の

引
渡
し

(3
)
被
保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書
の

返
還
の
受
付

(4
)
上
記
事
務
に
付
随
す
る
事
務

２
医
療
給
付
に
関
す
る
事
務

(1
)
医
療
給
付
に
関
す
る
申
請
及
び
届

出
の
受
付
並
び
に
証
明
書
の
引
渡
し

(2
)
上
記
事
務
に
付
随
す
る
事
務

３
保
険
料
の
賦
課
に
関
す
る
事

務

(1
)
保
険
料
に
関
す
る
申
請
の
受
付

(2
)
上
記
事
務
に
付
随
す
る
事
務
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■中学校

番号 学校名 工事名 契約金額（円） 工事期間

屋内運動場改築建築工事 788,678,000
令和５年１０月３日～
令和７年２月３日

屋内運動場改築設備工事
ほか１件

75,186,100
令和５年１０月３日～
令和７年２月３日

（変更前）86,675,600

（変更後）87,646,900

3 玖　島

4 大　村

5 萱　瀬

6 桜が原

■小学校

番号 学校名 工事名 契約金額（円） 工事期間

校舎改築建築工事 1,452,000,000

校舎改築設備工事 223,531,000

校舎改築電気工事 166,746,800

（変更前）502,700,000

（変更後）521,320,800

(変更前）212,575,000

（変更後）246,539,700

（変更前）200,076,800

（変更後）210,329,900

（変更前）443,135,000

（変更後）469,357,900

大村市学校施設長寿命化計画に基づく工事一覧

令和１１年以降予定　校舎（改築）
令和１５年以降予定　武道場（長寿命化改修）

令和 ７ 年以降予定　屋内運動場（改築）
令和１５年以降予定　校舎（改築及び大規模改造）

令和 ６ 年以降予定　校舎（大規模改造）
令和 ９ 年以降予定　屋内運動場（改築）
令和１４年以降予定　武道場（大規模改造）

令和１２年以降予定　校舎、屋内運動場（長寿命化改修）
令和１５年以降予定　校舎の一部（長寿命化改修及び大規模改造）
　　　　　　　　　　武道場（大規模改造）

令和１３年以降予定　屋内運動場（改築）

令和１３年以降予定　校舎（長寿命化改修）
令和１４年以降予定　屋内運動場（長寿命化改修）
令和１５年以降予定　校舎の一部（長寿命化改修及び大規模改造）
　　　　　　　　　　武道場（大規模改造）

令和１５年以降予定　屋内運動場（改築）

1 西大村

2 郡

　武道場大規模改造工事
　（屋内） ほか３件

 令和５年６月２８日～
 令和６年２月２７日 ほか

1 福　重

令和５年１０月３日～
令和６年１２月１０日

  南校舎棟長寿命化改良建
  築工事

  令和５年１０月３日～
  令和６年１１月２９日

　長寿命化改良設備工事
令和５年１０月３日～
令和６年１２月１３日

　長寿命化改良電気工事
令和５年１０月３日～
令和６年１２月１３日

  １棟長寿命化改良建築工
  事

  令和５年１２月２６日～
  令和６年１２月１３日

2 放虎原

第４３号議案～第４６号議案関係資料
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　渡り廊下棟増築建築工事 116,245,800
  令和６年２月８日～
  令和６年１２月２０日

（変更前）308,876,700

（変更後）325,894,800

4 旭が丘

5 三　城

6 東大村

7 富の原

8 中　央

9 大　村

10 黒　木

11 萱　瀬

12 西大村

13 竹　松

14 松　原

15 三　浦

令和１５年以降予定　校舎の一部（長寿命化改修）

令和１５年以降予定　校舎の一部（長寿命化改修）

令和 ７ 年以降予定　校舎、屋内運動場（長寿命化改修）

令和 ７ 年以降予定　校舎（改築）
令和１５年以降予定　屋内運動場（改築）

令和 ９ 年以降予定　校舎（長寿命化改修）
令和１０年以降予定　屋内運動場（長寿命化改修）

令和 ９ 年以降予定　校舎、屋内運動場（長寿命化改修）
令和１１年以降予定　校舎の一部（大規模改造）
令和１４年以降予定　校舎の一部（長寿命化改修）

令和 ９ 年以降予定　校舎（改築）
令和１５年以降予定　屋内運動場（改築）

令和１１年以降予定　屋内運動場（改築）
令和１５年以降予定　校舎（改築及び大規模改造）

令和１１年以降予定　屋内運動場（長寿命化改修）
令和１５年以降予定　校舎（長寿命化改修）

令和１３年以降予定　校舎（改築）
令和１５年以降予定　屋内運動場（改築）

令和１５年以降予定　校舎、屋内運動場（改築）

令和１５年以降予定　校舎（改築及び大規模改造）
　　　　　　　　　　屋内運動場（改築）

令和１５年以降予定　校舎、屋内運動場（改築）

令和１５年以降予定　校舎、屋内運動場（改築）

3 鈴　田

　大規模改造工事（屋内）
　ほか４件

　令和５年６月１日～
　令和６年３月１日　ほか

20



工事請負契約の変更について（第４３号議案関係）

１ 工 事 名 大村市立放虎原小学校南校舎棟長寿命化改良建築工事

２ 契約の相手方 岡山建設・小森組・里脇製作所特定建設工事共同企業体

代表者 大村市杭出津３丁目４１８番地１

岡山建設株式会社

代表取締役 岡山 修

３ 主な変更理由 放虎原小学校におけるトイレの洋式化に係る改修工事を追

加するため。

４ 経 過

契約金額 変更金額 契約期間

当初契約

(令和 5年 9月 29日議決)
502,700,000 円 －

令和 5 年 10 月 3 日から

令和6年11月29日まで

今回変更契約 521,320,800 円 18,620,800 円 同上
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工事請負契約の変更について（第４４号議案関係）

１ 工 事 名 大村市立放虎原小学校長寿命化改良設備工事

２ 契約の相手方 髙瀬建設・谷野電機特定建設工事共同企業体

代表者 大村市岩松町２６番地１

髙瀬建設株式会社

代表取締役 髙瀬 邦彦

３ 主な変更理由 放虎原小学校におけるトイレの洋式化に係る改修工事を追

加するため。

４ 経 過

契約金額 変更金額 契約期間

当初契約

(令和 5年 9月 29日議決)
212,575,000 円 －

令和 5年 10 月 3 日から

令和6年12月13日まで

今回変更契約 246,539,700 円 33,964,700 円 同上
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工事請負契約の変更について（第４５号議案関係）

１ 工 事 名 大村市立放虎原小学校長寿命化改良電気工事

２ 契約の相手方 谷野・山本電器特定建設工事共同企業体

代表者 大村市協和町７７７番地８

株式会社谷野電機空調

代表取締役 谷野 幸司

３ 主な変更理由 放虎原小学校におけるトイレの洋式化に係る改修工事を追

加するため。

４ 経 過

契約金額 変更金額 契約期間

当初契約

(令和 5年 9月 29日議決)
200,076,800 円 －

令和 5年 10 月 3 日から

令和6年12月13日まで

今回変更契約 210,329,900 円 10,253,100 円 同上
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工事請負契約の変更について（第４６号議案関係）

１ 工 事 名 大村市立放虎原小学校１棟長寿命化改良建築工事

２ 契約の相手方 髙瀬・富永特定建設工事共同企業体

代表者 大村市岩松町２６番地１

髙瀬建設株式会社

代表取締役 髙瀬 邦彦

３ 主な変更理由 放虎原小学校におけるトイレの洋式化に係る改修工事を追

加するため。

４ 経 過

契約金額 変更金額 契約期間

当初契約

(令和5年12月21日議決)
443,135,000 円 －

令和5年12月26日から

令和6年12月13日まで

今回変更契約 469,357,900 円 26,222,900 円 同上
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大村市税条例及び大村市都市計画税条例の改正概要（第４８号議案関係）

１ 個人住民税の定額減税の実施

（税条例附則第１３項の１８から第１３項の２７までの規定関係）

令和６年度分の個人住民税の所得割から、納税者及び配偶者を含めた扶養親族１

人につき１万円の減税を実施するもの

※ 納税者の令和５年中の合計所得金額が１，８０５万円以下の場合に限る。

＜定額減税の実施方法＞

２ 土地に係る固定資産税等の負担調整措置の延長

（税条例附則第５項から第６項までの規定及び第９項関係）（都市計画税条例附則

第６項から第１２項までの規定関係）

現行：令和５年度まで 改正後：令和８年度まで

※ 従前から利用方法等に変更がない宅地等（商業地にあっては負担水準が６０％未満の

土地に、商業地以外の宅地等にあっては負担水準が１００％未満の土地に限る。）及び農

地（負担水準が１００％未満の土地に限る。）については、評価額が急激に上昇した場合

であっても、税の上昇が緩やかなものとなるよう前年度課税標準額に今年度の評価額の

５％を加算した金額を今年度の課税標準額の上限とするもの

３ 令和６年能登半島地震の被災者に係る個人市民税の特例措置

（税条例附則第１３項の３から第１３項の５までの規定関係）

令和６年能登半島地震により住宅、家財等の資産について損失が生じたときは、

令和６年度分の個人市民税においてその損失の金額を雑損控除の適用対象とするも

の

４ その他の改正

所要の条文整理を行う。

５ 施行期日

令和６年４月１日

徴収区分 主な対象者 減税の方法

給与からの
特 別 徴 収

給与所得者
令和６年６月分は徴収せず、減税後の税額を同
年７月分から令和７年５月分までの１１か月
で徴収

普 通 徴 収 事業所得者等
第１期分（令和６年６月分）の税額から控除（第
１期分で控除しきれない場合は、第２期分（同
年８月分）以降の税額から順次控除）

公的年金から
の特別徴収

公的年金受給者
令和６年１０月分の税額から控除（同月分で控
除しきれない場合は、同年１２月分以降の税額
から順次控除）
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大
村
市
税
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
（
第
１
条
関
係
）

改
正
後

改
正
前

（
市
民
税
の
減
免
）

第
３
３
条

略
２

前
項
の
規
定
に
よ
り
市
民
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限

前
７
日
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
減
免
を
受
け
よ
う

と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
市
民
税
を
減
免
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(1
)～

(3
)
略

３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
市
民
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が
消

滅
し

た
場

合
に

は
、

直
ち

に
そ

の
旨

を
市

長
に

申
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
固
定
資
産
税
の
減
免
）

第
５
１
条

略
２

前
項
の
規
定
に
よ
り
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納

期
限
前
７
日
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減
免
を

受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
所
有
す
る
固
定
資
産
が
同

項
第
１
号
又
は
第
２
号
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
年
度
の
前
年
度

に
お
い
て
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
年
度
に
お
い
て
引
き

続
き
そ
の
減
免
を
受
け
る
事
由
に
変
更
が
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
当
該

者
が
所
有
す
る
固
定
資
産
が
同
項
第
３
号
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
か
つ
、
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

(1
)～

(5
)
略

３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事

由
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
市
民
税
の
減
免
）

第
３
３
条

略
２

前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
市
民
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期

限
前
７
日
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
減
免
を
受
け
よ

う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

(1
)～

(3
)
略

３
第
１
項
の
規
定
に
よ
っ
て
市
民
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が

消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
固
定
資
産
税
の
減
免
）

第
５
１
条

略
２

前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

納
期
限
前
７
日
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減
免

を
受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
第
１
号
及
び
第
２
号
の
固
定
資
産
の
所

有
者
で
、
当
該
年
度
の
前
年
度
に
お
い
て
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
、
か

つ
、
当
該
年
度
に
お
い
て
引
き
続
き
そ
の
減
免
を
受
け
る
事
由
に
変
更
が
な

い
と
市
長
が
認
め
る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(1
)～

(5
)
略

３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事

由
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

28



改
正
後

改
正
前

（
種
別
割
の
徴
収
の
方
法
）

第
６
７
条

略
２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相

互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
６
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本

国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
地
方
税
法

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
１
１
９
号
）
第
２
条
に

規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
、
契
約
者
又
は
軍
人
用
販
売
機
関
等
の

所
有
に
係
る
種
別
割
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収
又
は
証
紙
徴
収

の
方
法
に
よ
る
。

３
前
項
の
規
定
に
よ
り
種
別
割
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
納
税
義
務
者
に
交
付
す
べ
き
納
税
通
知
書
は
、
そ
の
納

期
限
前
１
０
日
ま
で
に
納
税
義
務
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
種
別
割
を
証
紙
徴
収
の
方
法
に
よ
り
納
付
し
よ
う

と
す
る
納
税
義
務
者
は
、
市
が
発
行
す
る
証
紙
を
も
っ
て
当
該
種
別
割
を
払

い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
種
別
割
を
納
付
す
る

義
務
が
発
生
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
に
、
証
紙
の
額
面
金
額
に
相
当
す
る

現
金
を
納
付
し
た
後
納
税
済
の
検
印
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
証
紙
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
）

第
１
２
６
条
の
３

略
２

前
項

の
規

定
に

よ
り

特
別

土
地

保
有

税
の

減
免

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は
、
納
期
限
前
７
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ

の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
所
有
し
、
又
は

取
得

す
る

土
地

が
同

項
第

２
号

に
該

当
す

る
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
り

、
か

つ
、
特
別
土
地
保
有
税
を
減
免
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

(1
)
～
(3
)
略

３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の

（
種
別
割
の
徴
収
の
方
法
）

第
６
７
条

略
２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相

互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
６
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本

国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
地
方
税
法

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
１
１
９
号
）
第
２
条
に

規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
、
契
約
者
又
は
軍
人
用
販
売
機
関
等
の

所
有

に
係

る
種

別
割

の
徴

収
方

法
に

つ
い

て
は

、
証

紙
徴

収
の

方
法

に
よ

る
。

（
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
）

第
１
２
６
条
の
３

略
２

前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
納
期
限
前
７
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ

の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)～

(3
)
略

３
第
１
項
の
規
定
に
よ
っ
て
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
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改
正
後

改
正
前

事
由
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

附
則

１
～
４

略
（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
特
例
）

５
宅
地
等
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、

当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
次
項
か
ら

附
則
第
５
項
の
５
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得

た
額
を
加
算
し
た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に

定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額

（
以

下
「

宅
地

等
調

整
固

定
資

産
税

額
」

と
い

う
。

）
を

超
え

る
場

合
に

は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

５
の
２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

商
業
地
等
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅

地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
に

１
０

分
の

６
を

乗
じ

て
得

た
額

（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条

の
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

附
則

１
～
４

略
（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
特
例
）

５
宅
地
等
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、

当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
次
項
か
ら

附
則
第
５
項
の
５
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
１
０
０
分
の
５
（
商
業
地
等

に
係

る
令

和
４

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

あ
っ

て
は

、
１

０
０

分
の

２
．

５
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１

５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と

き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該

宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額

（
以

下
「

宅
地

等
調

整
固

定
資

産
税

額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額

と
す
る
。

５
の
２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

商
業
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
及

び
令
和
５
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固

定
資
産
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
６
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地

等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
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改
正
後

改
正
前

の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗

じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場

合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

５
の
３

附
則
第
５
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当

該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額

（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の

３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て

得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

５
の
４

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地

等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．

６
以
上
０
．
７
以
下
の
も
の
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
附
則
第
５
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

５
の
５

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地

等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．

７
を
超
え
る
も
の
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
附
則
第
５
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業

地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に

１
０
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資

第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で

あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）

を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

５
の
３

附
則
第
５
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度

分
及
び
令
和
５
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調

整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地

等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則

第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を

当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

５
の
４

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地

等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．

６
以
上
０
．
７
以
下
の
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
附
則
第
５
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

５
の
５

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地

等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．

７
を
超
え
る
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
附
則
第
５
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業

地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に

１
０
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
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改
正
後

改
正
前

産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の

３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ

れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け

る
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

５
の
６

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
６
年
法
律
第
４
号
）

附
則
第
２
１
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
１
８
条
の
３
の
規
定
を

適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
特
例
）

６
農
地
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該

農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第

３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に

定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
左

欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整

率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
農

地
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調

整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

略

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
）

７
略

８
～
８
の
３

略

産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の

３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ

れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け

る
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。

５
の
６

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
３
年
法
律
第
７
号
）

附
則
第
１
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
１
８
条
の
３
の
規
定
を

適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
特
例
）

６
農
地
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該

農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第

３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に

定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該

農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、

同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の

固
定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
を

当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
固

定
資

産
税

額
（

以
下

「
農

地
調

整
固

定
資

産
税

額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
と

す
る
。

略
（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
）

７
略

８
～
８
の
３

略
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改
正
後

改
正
前

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
）

９
附
則
第
５
項
か
ら
第
５
項
の
５
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附

則
第
７
項
第
２
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、
法
第
３
４
９
条
の

３
、
第
３
４
９
条
の
３
の
２
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第

１
２

４
条

第
1
号

中
「

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
附
則
第
５

項
か

ら
第

５
項

の
５

ま
で

に
規

定
す

る
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
」

と
す

る
。

９
の
２

法
附
則
第
１
１
条
の
５
第
１
項

に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
取
得

の
う
ち
平
成
１
８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
さ

れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
４
条

第
２

号
中

「
不

動
産

取
得

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
」

と
あ

る
の

は
、
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
法
附
則
第
１
１
条

の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
課
税
標
準

と
な

る
べ

き
価

格
を

い
う

。
）

の
２

分
の

１
を

乗
じ

て
得

た
額

」
と

し
、

「
令

第
５

４
条

の
３

８
第

1
項

に
規

定
す

る
価

格
」

と
あ

る
の

は
、

「
令

第
５
４
条
の
３
８
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
（
法
附
則
第
１
１
条
の
５
第
１
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し
た

場
合

に
お

け
る

価
格

を
い

う
。

)
に

２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。

９
の
３
～
１
０

略

（
法
附
則
第
１
５
条
第
２
項
第
１
号
等
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

１
０
の
２
～
１
０
の
１
３

略
１
０
の
１
４

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
２
号
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い

て
同

号
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
、

７
分

の
６

と
す

る
。

１
０
の
１
５

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
３
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
）

９
附
則
第
５
項
か
ら
第
５
項
の
５
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附

則
第
７
項
第
２
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、
法
第
３
４
９
条
の

３
、
第
３
４
９
条
の
３
の
２
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第

１
２
４
条
第
１
号
中
「
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
附
則
第
５

項
か

ら
第

５
項

の
５

ま
で

に
規

定
す

る
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
」

と
す

る
。

９
の
２

法
附
則
第
１
１
条
の
５
第
１
項

に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
取
得

の
う
ち
平
成
１
８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
さ

れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
４
条

第
２

号
中

「
不

動
産

取
得

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
」

と
あ

る
の

は
、
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
法
附
則
第
１
１
条

の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
課
税
標
準

と
な

る
べ

き
価

格
を

い
う

。
）

の
２

分
の

１
を

乗
じ

て
得

た
額

」
と

し
、

「
令
第
５
４
条
の
３
８
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
第

５
４
条
の
３
８
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
（
法
附
則
第
１
１
条
の
５
第
１
項

の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
価
格
を
い
う
。
）
に
２

分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。

９
の
３
～
１
０

略

（
法
附
則
第
１
５
条
第
２
項
第
１
号
等
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

１
０
の
２
～
１
０
の
１
３

略

１
０
の
１
４

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
２
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。
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改
正
後

改
正
前

１
０
の
１
６

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
３
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。

１
０
の
１
７

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
３
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。

１
０
の
１
８

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
４
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
１
９

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
４
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
２
０

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
４
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
２
１

略

１
０
の
２
２

法
附
則
第
１
５
条
第
３
２
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
３

法
附
則
第
１
５
条
第
３
７
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
４

法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
２
５

略
１
０
の
２
６

略
（
令
和
７
年
度
又
は
令
和
８
年
度
に
お
け
る
土
地
の
価
格
の
特
例
）

１
０
の
２
７

市
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利

用
価
値
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か
つ
、

市
長
が
土
地
の
修
正
前
の
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す

１
０
の
１
５

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
２
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。

１
０
の
１
６

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
２
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。

１
０
の
１
７

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
３
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
１
８

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
３
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
１
９

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
３
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
２
０

略
１
０
の
２
１

法
附
則
第
１
５
条
第
３
２
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
２
２

法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
３

法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
４

略
１
０
の
２
５

略
（
令
和
４
年
度
又
は
令
和
５
年
度
に
お
け
る
土
地
の
価
格
の
特
例
）

１
０
の
２
６

市
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利

用
価
値
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か
つ
、

市
長
が
土
地
の
修
正
前
の
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す

34



改
正
後

改
正
前

る
修
正
前
の
価
格
を
い
う
。
）
を
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と
認
め
る
場

合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
法

第
３
４
９
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
７
年
度
分
又
は
令
和
８
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２

第
１
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。

１
０
の
２
８

法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
令
和
７
年
度
適
用

土
地
又
は
令
和
７
年
度
類
似
適
用
土
地
で
あ
っ
て
、
令
和
８
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
対

し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
法
第
３
４
９
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
２
項

に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
す
べ
き
申
告
）

１
０
の
２
９

略
１
０
の
３
０

略
１
０
の
３
１

市
長
は
、
法
附
則
第
１
５
条
の
７
第
１
項
又
は
第
２
項
の
認
定

長
期
優
良
住
宅
の
う
ち
区
分
所
有
に
係
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
申
告

書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
平
成
２
０
年
法
律
第
８
７
号
）
第
５
条
第
４
項
に
規
定
す

る
管
理
者
等
か
ら
、
法
附
則
第
１
５
条
の
７
第
３
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に

施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
４
項
に
規
定
す
る
書
類
の
提
出
が
さ
れ
、
か
つ
、

当
該
区
分
所
有
に
係
る
住
宅
が
法
附
則
第
１
５
条
の
７
第
１
項
又
は
第
２
項

に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ

ら
ず

、
同

条
第

１
項

又
は

第
２

項
の

規
定

を
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
０
の
３
２

略
１
０
の
３
３

略

る
修
正
前
の
価
格
を
い
う
。
）
を
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と
認
め
る
場

合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
法

第
３
４
９
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
４
年
度
分
又
は
令
和
５
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２

第
１
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。

１
０
の
２
７

法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
令
和
４
年
度
適
用

土
地
又
は
令
和
４
年
度
類
似
適
用
土
地
で
あ
っ
て
、
令
和
５
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
対

し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
法
第
３
４
９
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
２
項

に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
す
べ
き
申
告
）

１
０
の
２
８

略
１
０
の
２
９

略

１
０
の
３
０

略
１
０
の
３
１

略
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改
正
後

改
正
前

１
０
の
３
４

略
１
０
の
３
５

略
１
０
の
３
６

略
１
０
の
３
７

法
附
則
第
１
５
条
の
９
第
４
項
の
高
齢
者
等
居
住
改
修
住
宅
又

は
同
条
第
５
項
の
高
齢
者
等
居
住
改
修
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
４
項
に
規
定
す
る
居
住
安
全

改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
９
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)～

(7
)
略

１
０
の
３
８

法
附
則
第
１
５
条
の
９
第
９
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又

は
同
条
第
１
０
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
等
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
9項

に
規
定
す
る
熱
損
失

防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
０
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)
～
(6
)
略

１
０
の
３
９

法
附
則
第
１
５
条
の
９
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
耐
震
基

準
適
合
住
宅
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

当
該
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条

第
１
１
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

(1
)
～
(6
)
略

１
０
の
４
０

法
附
則
第
１
５
条
の
９
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失

防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
５
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等

住
宅
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
法
附
則
第
１
５
条
の
９
第
９
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等

が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
２
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長

１
０
の
３
２

略
１
０
の
３
３

略
１
０
の
３
４

略
１
０
の
３
５

法
附
則
第
１
５
条
の
９
第
４
項
の
高
齢
者
等
居
住
改
修
住
宅
又

は
同
条
第
５
項
の
高
齢
者
等
居
住
改
修
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
４
項
に
規
定
す
る
居
住
安
全

改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
８
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)～

(7
)
略

１
０
の
３
６

法
附
則
第
１
５
条
の
９
第
９
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又

は
同
条
第
１
０
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
等
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
熱
損
失

防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
９
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を

添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)～

(6
)
略

１
０
の
３
７

法
附
則
第
１
５
条
の
９
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
耐
震
基

準
適
合
住
宅
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

当
該
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条

第
１
０
項
各
号
に
規
定
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

(1
)～

(6
)
略

１
０
の
３
８

法
附
則
第
１
５
条
の
９
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失

防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
５
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等

住
宅
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
法
附
則
第
１
５
条
の
９
第
９
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等

が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
１
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
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改
正
後

改
正
前

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)
～
(6
)
略

１
０
の
４
１

法
附
則
第
１
５
条
の
９
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
マ
ン
シ

ョ
ン
に
係
る
区
分
所
有
に
係
る
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
工

事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告

書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
７
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)
～
(5
)
略

１
０
の
４
２

法
附
則
第
１
５
条
の
１
０
第
１
項
の
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ

い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適

合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
８
項
に
規
定
す
る

補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
７
条
又
は
附
則
第
３
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
令
附
則

第
１
２
条
第
１
９
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添

付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)
～
(4
)
略

(5
)
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
８

項
に
規
定
す
る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と

な
っ
た
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用

(6
)
略

１
０
の
４
３

略
１
１
～
１
３
の
２

略
（
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
に
係
る
雑
損
控
除
額
等
の
特
例
）

１
３
の
３

所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
選

択
に
よ
り
、
法
附
則
第
４
条
の
４
第

４
項
に
規
定
す
る
特
例
損
失
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
損
失
金

額
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
特
例
損
失
金
額
（
同
条
第
４
項
に
規

定
す
る
災
害
関
連
支
出
が
あ
る
場
合
に
は
、
附
則
第
１
３
項
の
５
に
規
定
す

る
申
告
書
の
提
出
の
日
の
前
日
ま
で
に
支
出
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)～

(6
)
略

１
０
の
３
９

法
附
則
第
１
５
条
の
９
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
マ
ン
シ

ョ
ン
に
係
る
区
分
所
有
に
係
る
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
工

事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告

書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
６
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)
～
(5
)
略

１
０
の
４
０

法
附
則
第
１
５
条
の
１
０
第
１
項
の
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ

い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適

合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
７
項
に
規
定
す
る

補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
７
条
又
は
附
則
第
３
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
令
附
則

第
１
２
条
第
１
９
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添

付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)～

(4
)
略

(5
)
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
７

項
に
規
定
す
る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と

な
っ
た
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用

(6
)
略

１
０
の
４
１

略
１
１
～
１
３
の
２

略
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改
正
後

改
正
前

項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
損
失
対
象
金
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
に
お
い
て
生
じ
た
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
損

失
の
金
額
と
し
て
、
こ
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
２
６
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
た
金
額
に
係
る

当
該
損
失
対
象
金
額
は
、
そ
の
者
の
令
和
７
年
度
以
後
の
年
度
分
で
当
該
損

失
対
象
金
額
が
生
じ
た
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
市
民
税
に

係
る
こ
の
条
例
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
損
失
対
象
金
額
が
生
じ

た
年
に
お
い
て
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

１
３
の
４

前
項
前
段
の
場
合
に
お
い
て

、
第
２
６
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
控

除
さ
れ
た
金
額
に
係
る
損
失
対
象
金
額
の
う
ち
に
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
た
者
と
生
計
を
一
に
す
る
令
第
４
８
条
の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
親
族
の

有
す
る
法
附
則
第
４
条
の
４
第
４
項
に
規
定
す
る
資
産
に
つ
い
て
受
け
た
損

失
の
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
親
族
資
産
損
失
額
」
と
い
う
。
）
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
親
族
資
産
損
失
額
は
、
当
該
親
族
の
令
和
７
年
度
以
後

の
年
度
分
で
当
該
親
族
資
産
損
失
額
が
生
じ
た
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
分
の
市
民
税
に
係
る
こ
の
条
例
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該

親
族
資
産
損
失
額
が
生
じ
た
年
に
お
い
て
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

１
３
の
５

附
則
第
１
３
項
の
３
の
規
定

は
、
令
和
６
年
度
分
の
第
２
８
条
の

２
第
１
項
又
は
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い

て
市
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
及
び

そ
の

時
ま

で
に

提
出

さ
れ

た
第

２
８

条
の

３
第

１
項

の
確

定
申

告
書

を
含

む
。
）
に
附
則
第
１
３
項
の
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記

載
が
あ
る
場
合
（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や

む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
場
合
を
含
む
。
）
に
限
り
、
適

用
す
る
。

（
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特
例
）

１
３
の
６

平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
９

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市

民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
４
条
の
５
第
３
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お

け
る
第
２
６
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
控
除
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
選
択
に

よ
り

、
同

条
中

「
同

条
第

１
項

」
と

あ
る

の
は

「
同

条
第

１
項

(
第

２
号

を

（
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特
例
）

１
３
の
３

平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市

民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
４
条
の
４
第
３
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お

け
る
第
２
６
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
控
除
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
選
択
に

よ
り
、
同
条
中
「
同
条
第
１
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
１
項
（
第
２
号
を
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改
正
後

改
正
前

除
く

。
)
」

と
、

「
ま

で
」

と
あ

る
の

は
「

ま
で

並
び

に
法

附
則

第
４

条
の

５
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
３
１
４
条
の
２
第

１
項
(第

２
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)」

と
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
個
人
の
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）

１
３
の
７

平
成
２
０
年
度
か
ら
平
成
２

８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の

市
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租
税

特
別
措
置
法
第
４
１
条
又
は
第
４
１
条
の
２
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た

場
合
（
同
法
第
４
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
居
住
年
（
附
則
第
１
３
項
の
１

０
に
お
い
て
「
居
住
年
」
と
い
う
。
）
が
平
成
１
１
年
か
ら
平
成
１
８
年
ま

で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
法
附
則
第
５
条
の
４
第

６
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
（
附
則
第
１
３
項
の
９
に

お
い
て
「
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
を
、

当
該
納
税
義
務
者
の
第
２
６
条
の
３
及
び
第
２
６
条
の
５
の
規
定
を
適
用
し

た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

１
３
の
８

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
第
２
６
条
の
７
及
び

第
２

６
条

の
８

第
１

項
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
第

２
６

条
の

７
中

「
前
２
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
２
条
並
び
に
附
則
第
１
３
項
の
７
」
と
、
第

２
６
条
の
８
第
１
項
中
「
前
３
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
３
条
並
び
に
附
則
第

１
３
項
の
７
」
と
す
る
。

１
３
の
９

附
則
第
１
３
項
の
７
の
規
定

は
、
市
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務

者
が
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
３
月
１
５
日
ま
で
に
、
施
行
規
則

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
及

び
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
額
の
控
除
に
関
す
る
事
項
を
記

載
し
た
市
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後

に
お
い
て
市
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も

の
を
含
む
。
）
を
、
市
長
に
提
出
し
た
場
合
（
法
附
則
第
５
条
の
４
第
９
項

の
規

定
に

よ
り

税
務

署
長

を
経

由
し

て
提

出
し

た
場

合
を

含
む

。
）

に
限

り
、
適
用
す
る
。

１
３
の
１
０

平
成
２
２
年
度
か
ら
令
和
２
０
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人

除
く
。
）
」
と
、
「
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
ま
で
並
び
に
法
附
則
第
４
条
の

４
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
３
１
４
条
の
２
第

１
項
（
第
２
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
と
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
個
人
の
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）

１
３
の
４

平
成
２
０
年
度
か
ら
平
成
２
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の

市
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租
税

特
別
措
置
法
第
４
１
条
又
は
第
４
１
条
の
２
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た

場
合
（
同
法
第
４
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
居
住
年
（
附
則
第
１
３
項
の
７

に
お
い
て
「
居
住
年
」
と
い
う
。
）
が
平
成
１
１
年
か
ら
平
成
１
８
年
ま
で

の
各
年
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
法
附
則
第
５
条
の
４
第
６

項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
（
附
則
第
１
３
項
の
６
に
お

い
て
「
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
を
、
当

該
納
税
義
務
者
の
第
２
６
条
の
３
及
び
第
２
６
条
の
５
の
規
定
を
適
用
し
た

場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

１
３
の
５

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
２
６
条
の
７
及
び

第
２

６
条

の
８

第
１

項
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
第

２
６

条
の

７
中

「
前
２
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
２
条
並
び
に
附
則
第
１
３
項
の
４
」
と
、
第

２
６
条
の
８
第
１
項
中
「
前
３
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
３
条
並
び
に
附
則
第

１
３
項
の
４
」
と
す
る
。

１
３
の
６

附
則
第
１
３
項
の
４
の
規
定
は
、
市
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務

者
が
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
３
月
１
５
日
ま
で
に
、
施
行
規
則

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
及

び
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
額
の
控
除
に
関
す
る
事
項
を
記

載
し
た
市
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後

に
お
い
て
市
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も

の
を
含
む
。
）
を
、
市
長
に
提
出
し
た
場
合
（
法
附
則
第
５
条
の
４
第
９
項

の
規

定
に

よ
り

税
務

署
長

を
経

由
し

て
提

出
し

た
場

合
を

含
む

。
）

に
限

り
、
適
用
す
る
。

１
３
の
７

平
成
２
２
年
度
か
ら
令
和
２
０
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
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改
正
後

改
正
前

の
市
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租

税
特
別
措
置
法
第
４
１
条
又
は
第
４
１
条
の
２
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け

た
場
合
（
居
住
年
が
平
成
１
１
年
か
ら
平
成
１
８
年
ま
で
又
は
平
成
２
１
年

か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
附
則
第

１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
法
附
則
第
５
条
の
４
の

２
第
５
項
（
同
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
を
、
当
該
納
税
義
務

者
の
第
２
６
条
の
３
及
び
第
２
６
条
の
５
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得

割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

１
３
の
１
１

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
２
６
条
の
７
第

２
項
及
び
第
２
６
条
の
８
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
２
６
条

の
７
第
２
項
中
「
前
２
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
２
条
並
び
に
附
則
第
１
３
項

の
１
０
」
と
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
中
「
前
３
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
３

条
並
び
に
附
則
第
１
３
項
の
１
０
」
と
す
る
。

（
寄
附
金
税
額
控
除
に
お
け
る
特
例
控
除
額
の
特
例
）

１
３
の
１
２

略
（
個
人
の
市
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
に
係
る
申
告
の
特
例
等
）

１
３

の
１

３
法

附
則

第
７

条
第

８
項

に
規

定
す

る
申

告
特

例
対

象
寄

附
者

（
次

項
に

お
い

て
「

申
告

特
例

対
象

寄
附

者
」

と
い

う
。

）
は

、
当

分
の

間
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
金
額

の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
第
２
８
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に

よ
る
申
告
書
の
提
出
（
第
２
８
条
の
３
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
告
書
が
提
出

さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
所
得
税
法
第
２
条
第
１
項
第
３
７
号
に
規
定
す

る
確
定
申
告
書
の
提
出
を
含
む
。
）
に
代
え
て
、
法
第
３
１
４
条
の
７
第
２

項
に
規
定
す
る
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
１
３
項

の
１

７
に

お
い

て
「

特
例

控
除

対
象

寄
附

金
」

と
い

う
。

）
を

支
出

す
る

際
、
法
附
則
第
７
条
第
８
項
か
ら
第
１
０
項
ま
で
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
を
受
領
す
る
都
道
府
県
の
知
事
又
は
市
町
村
若

し
く
は
特
別
区
の
長
（
次
項
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
５
に
お
い
て
「
都
道

府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
同
条
第
８
項
に
規
定
す
る
申
告
特
例

市
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租
税

特
別
措
置
法
第
４
１
条
又
は
第
４
１
条
の
２
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た

場
合
（
居
住
年
が
平
成
１
１
年
か
ら
平
成
１
８
年
ま
で
又
は
平
成
２
１
年
か

ら
令
和
７
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
附
則
第
１

３
項
の
４
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
法
附
則
第
５
条
の
４
の
２

第
５
項
（
同
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
を
、
当
該
納
税
義
務
者

の
第
２
６
条
の
３
及
び
第
２
６
条
の
５
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割

の
額
か
ら
控
除
す
る
。

１
３
の
８

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
２
６
条
の
７
第
２

項
及
び
第
２
６
条
の
８
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
２
６
条
の

７
第
２
項
中
「
前
２
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
２
条
並
び
に
附
則
第
１
３
項
の

７
」
と
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
中
「
前
３
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
３
条
並

び
に
附
則
第
１
３
項
の
７
」
と
す
る
。

（
寄
附
金
税
額
控
除
に
お
け
る
特
例
控
除
額
の
特
例
）

１
３
の
９

略
（
個
人
の
市
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
に
係
る
申
告
の
特
例
等
）

１
３

の
１

０
法

附
則

第
７

条
第

８
項

に
規

定
す

る
申

告
特

例
対

象
寄

附
者

（
次

項
に

お
い

て
「

申
告

特
例

対
象

寄
附

者
」

と
い

う
。

）
は

、
当

分
の

間
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
金
額

の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
第
２
８
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に

よ
る
申
告
書
の
提
出
（
第
２
８
条
の
３
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
告
書
が
提
出

さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
所
得
税
法
第
２
条
第
１
項
第
３
７
号
に
規
定
す

る
確
定
申
告
書
の
提
出
を
含
む
。
）
に
代
え
て
、
法
第
３
１
４
条
の
７
第
２

項
に
規
定
す
る
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
１
３
項

の
１

４
に

お
い

て
「

特
例

控
除

対
象

寄
附

金
」

と
い

う
。

）
を

支
出

す
る

際
、
法
附
則
第
７
条
第
８
項
か
ら
第
１
０
項
ま
で
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
を
受
領
す
る
都
道
府
県
の
知
事
又
は
市
町
村
若

し
く
は
特
別
区
の
長
（
次
項
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
２
に
お
い
て
「
都
道

府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
同
条
第
８
項
に
規
定
す
る
申
告
特
例
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改
正
後

改
正
前

通
知
書
（
次
項
か
ら
附
則
第
１
３
項
の
１
６
ま
で
に
お
い
て
「
申
告
特
例
通

知
書
」
と
い
う
。
）
を
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
３
の
１
４

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
特
例
通
知
書
の
送
付
の
求
め
（
以
下

こ
の
項
か
ら
附
則
第
１
３
項
の
１
６
ま
で
に
お
い
て
「
申
告
特
例
の
求
め
」

と
い
う
。
）
を
行
っ
た
申
告
特
例
対
象
寄
附
者
は
、
当
該
申
告
特
例
の
求
め

を
行
っ
た
日
か
ら
賦
課
期
日
ま
で
の
間
に
法
附
則
第
７
条
第
１
０
項
第
１
号

に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
申
告

特
例
対
象
年
（
次
項
に
お
い
て
「
申
告
特
例
対
象
年
」
と
い
う
。
）
の
翌
年

の
１
月
１
０
日
ま
で
に
、
当
該
申
告
特
例
の
求
め
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事

等
に
対
し
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
変
更
が
あ
っ
た
事

項
そ
の
他
施
行
規
則
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
３
の
１
５

略
１
３
の
１
６

略
１
３
の
１
７

当
分
の
間
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
特
例
控
除
対

象
寄
附
金
を
支
出
し
、
か
つ
、
当
該
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
附
則
第
１
３
項

の
１
５
の
規
定
に
よ
る
申
告
特
例
通
知
書
の
送
付
が
あ
っ
た
場
合
（
法
附
則

第
７
条
第
１
３
項
の
規
定
に
よ
り
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。
）
に
は
、
法
附
則
第
７
条
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控

除
す
べ
き
額
を
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
を
適
用
し
た

場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

（
令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
特
別
税
額
控
除
）

１
３
の
１
８

令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
５
条
の

８
第
４
項
及
び
第
５
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
市
民
税
に

係
る
令
和
６
年
度
分
特
別
税
額
控
除
額
を
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
，

８
０

５
万

円
以

下
で

あ
る

所
得

割
の

納
税

義
務

者
（

附
則

第
１

３
項

の
２

０
、
附
則
第
１
３
項
の
２
２
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
４
に
お
い
て
「
特
別

税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
」
と
い
う
。
）
の
第
２
６
条
の
３
、
第
２
６
条

の
５

か
ら

第
２

６
条

の
８

ま
で

、
附

則
第

１
３

項
、

附
則

第
１

３
項

の
１

０
、
附
則
第
１
３
項
の
１
２
及
び
前
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割

の
額
か
ら
控
除
す
る
。

通
知
書
（
次
項
か
ら
附
則
第
１
３
項
の
１
３
ま
で
に
お
い
て
「
申
告
特
例
通

知
書
」
と
い
う
。
）
を
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
３
の
１
１

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
特
例
通
知
書
の
送
付
の
求
め
（
以
下

こ
の
項
か
ら
附
則
第
１
３
項
の
１
３
ま
で
に
お
い
て
「
申
告
特
例
の
求
め
」

と
い
う
。
）
を
行
っ
た
申
告
特
例
対
象
寄
附
者
は
、
当
該
申
告
特
例
の
求
め

を
行
っ
た
日
か
ら
賦
課
期
日
ま
で
の
間
に
法
附
則
第
７
条
第
１
０
項
第
１
号

に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
申
告

特
例
対
象
年
（
次
項
に
お
い
て
「
申
告
特
例
対
象
年
」
と
い
う
。
）
の
翌
年

の
１
月
１
０
日
ま
で
に
、
当
該
申
告
特
例
の
求
め
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事

等
に
対
し
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
変
更
が
あ
っ
た
事

項
そ
の
他
施
行
規
則
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
３
の
１
２

略
１
３
の
１
３

略
１
３
の
１
４

当
分
の
間
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
特
例
控
除
対

象
寄
附
金
を
支
出
し
、
か
つ
、
当
該
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
附
則
第
１
３
項

の
１
２
の
規
定
に
よ
る
申
告
特
例
通
知
書
の
送
付
が
あ
っ
た
場
合
（
法
附
則

第
７
条
第
１
３
項
の
規
定
に
よ
り
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。
）
に
は
、
法
附
則
第
７
条
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控

除
す
べ
き
額
を
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
を
適
用
し
た

場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
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改
正
後

改
正
前

１
３

の
１

９
前

項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
お

け
る

第
２

６
条

の
６

第
２
項
、
第
３
２
条
の
５
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
２
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
第
２
６
条
の
６
第
２
項
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
２
中

「
附
則
第
５
条
の
６
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
５
条
の
６
第
２
項
及

び
第
５
条
の
８
第
６
項
」
と
、
第
３
２
条
の
５
の
５
第
１
項
中
「
課
し
た
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
１
３
項
の
１
８
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た

場
合
に
課
す
べ
き
」
と
、
「
の
前
々
年
中
」
と
あ
る
の
は
「
の
同
項
の
規
定

の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
前
々
年
中
」
と
、
「
、
前
々
年

中
」
と
あ
る
の
は
「
、
附
則
第
１
３
項
の
１
８
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の

と
し
た
場
合
に
お
け
る
前
々
年
中
」
と
す
る
。

（
令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
に
関
す
る
特
例
）

１
３
の
２
０

令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
個
人
の
市
民
税
の

納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務

者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に

係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
附
則

第
１
３
項
の
１
８
の
規
定
の
適
用
が
な

い
も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ

る
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の

額
を
い
う
。
）
、
特
別
税
額
控
除

前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税

の
額
（
法
附
則
第
５
条
の
８
第
１

項
及
び
第
２
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い

も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ
る

普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額

を
い
う
。
）
及
び
普
通
徴
収
に
係

る
森
林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
特
別
税
額
控

除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民

税
の
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
そ
の

者
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税

の
額
、
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の

県
民
税
の
額
及
び
普
通
徴
収
に
係
る
森

林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
を
控
除

し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
普

通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る

特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
が
そ

の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通

徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
を
４

で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額

に
１
，
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が

１
，
０
０
０
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を

切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
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改
正
後

改
正
前

い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）

に
３
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の
者
の

特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に

係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
か
ら
控
除
し

た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
第
１
期
分
金
額
」

と
い
う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き

各
納

期
の

納
付

額
は

、
第

３
０

条
第

１
項

に
規

定
す

る
第

１
期

の
納

期
（
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
附
則

第
１
３
項
の
２
２
に
お
い
て
「
第
１
期

納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は

そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
か
ら
そ
の
者

の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に

係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額

と
し
、
そ
の
他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
納

期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と

す
る
。

(2
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務

者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の

第
１
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の

者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な

い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書

に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、

第
１
期
納
期
に
お
い
て
は
な
い
も

の
と
し
、
第
３
０
条
第
１
項
に
規
定
す

る
第
２
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項

及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
２
に
お
い
て

「
第
２
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と

そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額

か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住

民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を

控
除
し
た
額
と
し
、
第
３
０
条
第
１
項

に
規
定
す
る
第
３
期
の
納
期
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
３
期
納
期
」

と
い
う
。
）
及
び
同
項
に
規
定
す

る
第
４
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
第
４
期
納
期
」
と
い
う
。

）
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と

す
る
。

(3
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務

者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の

第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額

と
の
合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ

、
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者

の
分
割
金
額
に
２
を
乗
じ
て
得
た

金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す

べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
１
期
納

期
及
び
第
２
期
納
期
に
お
い
て
は

な
い
も
の
と
し
、
第
３
期
納
期
に
お
い

て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と

そ
の
者
の
分
割
金
額
に
２
を
乗
じ
て
得
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改
正
後

改
正
前

た
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者

の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る

特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額

と
し
、
第
４
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の

者
の
分
割
金
額
と
す
る
。

(4
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務

者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の

第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額

に
２
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合

計
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納

税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期

の
納
付
額
は
、
第
１
期
納
期
、
第
２
期

納
期
及
び
第
３
期
納
期
に
お
い
て

は
な
い
も
の
と
し
、
第
４
期
納
期
に
お

い
て
は
そ
の
者
の
普
通
徴
収
に
係

る
個
人
の
市
民
税
の
額
、
普
通
徴
収
に

係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
及
び
普

通
徴
収
に
係
る
森
林
環
境
税
の
額
の
合

算
額
と
す
る
。

１
３
の
２
１

令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
（
第
１
期
納
期
か
ら
第
３
２

条
の
５
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に

よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
令
和
６
年
度
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
関
す

る
特
例
）

１
３
の
２
２

令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
第
３
２
条
の
５
の

２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
（
附
則
第
１
３
項
の
２
４
に
お
い

て
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個
人
の
市
民
税
」
と
い
う
。
）
の
額
及

び
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
べ
き
公

的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
次
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務

者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に

係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
附
則

第
１
３
項
の
１
８
の
規
定
の
適
用
が
な

い
も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ

る
第
３
２
条
の
５
の
２
第
１
項
に
規
定

す
る
前
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係

る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割

額
（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
を

行
う
森
林
環
境
税
を
含
む
。
以
下
こ
の

号
及
び
第
５
号
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
合
算
額
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
５
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正
後

改
正
前

号
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る

所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
」

と
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の

号
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
４
第
１
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
そ
の
者

の
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均

等
割
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額

（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
１
３
項
の

２
４
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係

る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
者
の

特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る

個
人
の
市
民
税
の
額
（
特
別
税
額

控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市

民
税
の
額
か
ら
特
別
税
額
控
除
前

の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の

額
（
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
の
２
分

の
１
に
相
当
す
る
額
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
控
除

し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
２
で
除
し
て
得
た

金
額
（
当
該
金
額
に
１
，
０
０
０

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当

該
金
額
の
全
額
が
１
，
０
０
０
円

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金

額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
２
期

分
金
額
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
者

の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係

る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
控
除

し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ

の
項

に
お

い
て

「
第

１
期

分
金

額
」

と
い

う
。

）
に

満
た

な
い

場
合

に
は
、
第
１
期
納
期
及
び
第
２
期
納

期
に
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収

す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得

に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
普
通
徴
収
対
象

税
額
」
と
い
う
。
）
並
び
に
第
３
２
条

の
５
の
３
に
規
定
す
る
特
別
徴
収

対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
す
る
際
、
特

別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す

べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る

個
人
の
市
民
税
の
額
（
以
下
こ
の

項
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
４
に
お
い

て
「
特
別
徴
収
対
象
税
額
」
と
い

う
。
）
は
、
第
１
期
納
期
に
お
い
て
は

そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
か
ら
そ

の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民

税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控

除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
第
２

期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第

２
期
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
当
該

年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
０

月
１
日
か
ら
１
１
月
３
０
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
は
そ
の
者
の
特
別
税
額

控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市

民
税
の
額
を
３
で
除
し
て
得
た
金

額
（
当
該
金
額
に
１
０
０
円
未
満
の
端
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改
正
後

改
正
前

数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額

の
全
額
が
１
０
０
円
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全

額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う

。
）
に
２
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の

者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴

収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
控

除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
１
０
月
分
金

額
」
と
い
う
。
）
に
相
当
す
る
税

額
、
同
年
１
２
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３

月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は

そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額

と
す
る
。

(
2
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
と
の
合
計
額

に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額

は
、
第
１
期
納
期
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
第
２
期
納
期
に
お

い
て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
と
の
合
計

額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

年
の
１
０
月
１
日
か
ら
１
１
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の

１
０
月
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
１
２
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月

３
１
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と

す
る
。

(
3
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
２

期
分

金
額

と
の

合
計

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第
１

期
分

金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
の
合
計
額

に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額

は
、
第
１
期
納
期
及
び
第
２
期
納
期
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
０
月
１
日
か
ら
１
１
月
３
０
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額

及
び
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係

る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
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改
正
後

改
正
前

る
税
額
、
同
年
１
２
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。

(
4
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２

期
分

金
額

及
び

そ
の

者
の

１
０

月
分

金
額

の
合

計
額

以
上

で
あ

り
、

か
つ
、
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
、
そ
の
者
の

１
０
月
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
１
期
納
期
及

び
第
２
期
納
期
並
び
に
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
０
月
１
日
か

ら
１
１
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年
１

２
月
１
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第

１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
及

び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人

の
市

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除
額

を
控

除
し

た
残

額
に

相
当

す
る

税
額
、
同
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の

分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。

(
5
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２

期
分
金
額
、
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計

額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税

額
は
、
第
１
期
納
期
及
び
第
２
期
納
期
並
び
に
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す

る
年
の
１
０
月
１
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額

は
な
い
も
の
と
し
、
同
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
は
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
に

相
当
す
る
税
額
と
す
る
。

１
３
の
２
３

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
３
２
条
の
５
の

４
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
２
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別

徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
０
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３

月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
係
る
特

別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
、
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改
正
後

改
正
前

「
附
則
第
１
３
項
の
２
２
各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴

収
す
べ
き
額
」
と
す
る
。

１
３
の
２
４

令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
年
金
所
得
に
係
る

特
別
徴
収
の
個
人
の
市
民
税
の
額
（
附
則
第
１
３
項
の
２
２
の
規
定
の
適
用

が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務

者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の

者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に

係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
特
別

税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人

の
市
民
税
の
額
か
ら
第
３
２
条
の

５
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
年
金
所
得

に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
控
除

し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
３
で
除
し
て
得
た

金
額
（
当
該
金
額
に
１
０
０
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金

額
の
全
額
が
１
０
０
円
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の

全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い

う
。
）
に
２
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ

の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別

徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら

控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
１
０
月
分

金
額
」
と
い
う
。
）
に
満
た
な
い

場
合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の

１
０
月
１
日
か
ら
１
１
月
３
０
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
１
０

月
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に

係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別

税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当

す
る
税
額
、
同
年
１
２
月
１
日
か

ら
翌
年
の
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。

(
2
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
に
満

た
な
い
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す

る
年
の
１
０
月
１
日
か
ら
１
１
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な

い
も
の
と
し
、
同
年
１
２
月
１
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
１
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
は
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額

か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
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改
正
後

改
正
前

額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
３
１

日
ま

で
の

間
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

分
割

金
額

に
相

当
す

る
税

額
と

す
る
。

(
3
)
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割

金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当

該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
０
月
１
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
１
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
３

１
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
３
２
条
の
５
の
５
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
３
２
条
の
５
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
年

金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。

１
３
の
２
５

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
３
２
条
の
５
の

４
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
２
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別

徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
０
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３

月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
係
る
特

別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
、

「
附
則
第
１
３
項
の
２
４
各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴

収
す
べ
き
額
」
と
す
る
。

１
３
の
２
６

令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
つ
き
第
３
２
条
の
５
の
６

第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の
２
２

か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
令
和
７
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
特
別
税
額
控
除
）

１
３
の
２
７

令
和
７
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
５
条
の

１
２
第
３
項
及
び
第
４
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
市
民
税

に
係
る
令
和
７
年
度
分
特
別
税
額
控
除
額
を
、
同
条
第
３
項
に
規
定
す
る
特

別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
第
２
６
条
の
３
、
第
２
６
条
の
５
か
ら
第

２
６
条
の
８
ま
で
、
附
則
第
１
３
項
、
附
則
第
１
３
項
の
１
０
、
附
則
第
１

３
項
の
１
２
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
７
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得

割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）
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改
正
後

改
正
前

１
４

略
１
４
の
２

前
項
に
規
定
す
る
各
年
度
分

の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則

第
６
条
第
５
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
２
８
条
の
２
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
書
に
肉
用
牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
２
５
条
第

２
項
第
２
号
に
規
定
す
る
事
業
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る

と
き

は
、

そ
の

者
の

前
年

の
総

所
得

金
額

に
係

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額

は
、
第
２
６
条
か
ら
第
２
６
条
の
３
ま
で
、
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
附
則
第
１
３
項
の
７
、
附
則
第
１
３
項
の
１
０
及
び
附
則
第
１

３
項
の
１
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
附
則
第
６
条
第
５
項
各
号
に
掲
げ

る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
４
の
３

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
第
２
６
条
の
８
第
１

項
、
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
中
「
前
３
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
３
条

並
び
に
附
則
第
１
４
項
の
２
」
と
、
附
則
第
１
３
項
の
１
８
中
「
附
則
第
１

３
項
の
１
２
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
１
３
項
の
１
２
、
附
則
第
１
４

項
の
２
及
び
」
と
、
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
附
則
第
１
３
項
の
１
２
及

び
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
１
３
項
の
１
２
、
附
則
第
１
４
項
の
２
及
び
」

と
す
る
。

１
５
～
１
８

略
（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

１
９
～
２
０

略
２
１

附
則
第
１
９
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(
2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条
の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額

及
び
附
則
第
１
９
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２

６
条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附

則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ

１
４

略
１
４
の
２

前
項
に
規
定
す
る
各
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則

第
６
条
第
５
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
２
８
条
の
２
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
書
に
肉
用
牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
２
５
条
第

２
項
第
２
号
に
規
定
す
る
事
業
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る

と
き

は
、

そ
の

者
の

前
年

の
総

所
得

金
額

に
係

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額

は
、
第
２
６
条
か
ら
第
２
６
条
の
３
ま
で
、
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
附
則
第
１
３
項
の
４
、
附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３

項
の
１
０
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
附
則
第
６
条
第
５
項
各
号
に
掲
げ
る

金
額
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
４
の
３

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
２
６
条
の
８
第
１

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
前
３
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
前

３
条
並
び
に
附
則
第
１
４
項
の
２
」
と
す
る
。

１
５
～
１
８

略
（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

１
９
～
２
０

略
２
１

附
則
第
１
９
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
４
及
び
附
則

第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得

割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及

び
附
則
第
１
９
項
の
規
定
に
よ

る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６

条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６

条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附
則

第
１
３
項
の
４
及
び
附
則
第
１

３
項
の
７
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
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改
正
後

改
正
前

る
の
は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
１
９
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
１
９
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)・

(4
)
略

(5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附

則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の
１

８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所

得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
１
９
項
の
規

定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

２
１
の
２
～
２
１
の
６

略
（
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

２
２
～
２
４
の
２

略
２
４
の
３

附
則
第
２
２
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(
2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条
の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額

及
び
附
則
第
２
２
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２

６
条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附

則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ

る
の
は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
２
２
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
２
２
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)・

(4
)
略

(
5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
２
２
項
の
規

定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則

第
１
９
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６

第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則

第
１
９
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)
・
(4
)
略

２
１
の
２
～
２
１
の
６

略
（
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

２
２
～
２
４
の
２

略
２
４
の
３

附
則
第
２
２
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
４
及
び
附
則

第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得

割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及

び
附
則
第
２
２
項
の
規
定
に
よ

る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６

条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６

条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附
則

第
１
３
項
の
４
及
び
附
則
第
１

３
項
の
７
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則

第
２
２
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６

第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則

第
２
２
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)
・
(4
)
略
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改
正
後

改
正
前

２
５
か
ら
２
７
ま
で

削
除

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

２
８
・
２
９

略
３
０

附
則
第
２
８
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則

第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額

及
び
附
則
第
２
８
項
の
規
定
に

よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２

６
条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２

６
条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附

則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第

１
３
項
の
１
０
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ

る
の
は
「
所
得
割
の
額
並
び
に

附
則
第
２
８
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条

の
６
第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び

附
則
第
２
８
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)
・
(4
)
略

(5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附

則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の

１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「

所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
２
８
項
の
規

定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

３
１
・
３
２

略
３
３

附
則
第
３
１
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則

第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額

及
び
附
則
第
３
１
項
の
規
定
に

よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２

２
５
か
ら
２
７
ま
で

削
除

(上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

２
８
・
２
９

略
３
０

附
則
第
２
８
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
４
及
び
附
則

第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得

割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及

び
附
則
第
２
８
項
の
規
定
に
よ

る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６

条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６

条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附
則

第
１
３
項
の
４
及
び
附
則
第
１

３
項
の
７
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則

第
２
８
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６

第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則

第
２
８
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)
・
(4
)
略

(土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

３
１
・
３
２

略
３
３

附
則
第
３
１
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
４
及
び
附
則

第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得

割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及

び
附
則
第
３
１
項
の
規
定
に
よ

る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
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改
正
後

改
正
前

６
条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２

６
条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附

則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第

１
３
項
の
１
０
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ

る
の
は
「
所
得
割
の
額
並
び
に

附
則
第
３
１
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条

の
６
第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び

附
則
第
３
１
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)・

(4
)
略

(5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附

則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の
１

８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所

得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
１
項
の
規

定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

３
３
の
２
～
３
４
の
２

略
（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

３
５
・
３
５
の
２
及
び
３
５
の
３

略
３
５
の
４

附
則
第
３
５
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(
2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条
の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額

及
び
附
則
第
３
５
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２

６
条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附

則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ

る
の
は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
５
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
３
５
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)・

(4
)
略

(
5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６

条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附
則

第
１
３
項
の
４
及
び
附
則
第
１

３
項
の
７
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則

第
３
１
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６

第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則

第
３
１
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)
・
(4
)
略

３
３
の
２
～
３
４
の
２

略
（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

３
５
・
３
５
の
２
及
び
３
５
の
３

略
３
５
の
４

附
則
第
３
５
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
４
及
び
附
則

第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得

割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及

び
附
則
第
３
５
項
の
規
定
に
よ

る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６

条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６

条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、
附
則

第
１
３
項
の
４
及
び
附
則
第
１

３
項
の
７
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則

第
３
５
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６

第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則

第
３
５
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得

割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)
・
(4
)
略
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改
正
後

改
正
前

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
５
項
の
規

定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

３
５
の
５
～
３
６
の
９
か
ら
３
６
の
１
１
ま
で

略
（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

３
６
の
１
２

略
３
６
の
１
３

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

(1
)
略

(
2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条
の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額

及
び

附
則

第
３

６
項

の
１

２
の

規
定

に
よ

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額

」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第

１
項
、
附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の
１
２
の
規
定

に
よ

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額

」
と

、
第

２
６

条
の

６
第

１
項

後
段

中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
３
６
項
の
１

２
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)・

(4
)
略

(
5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の
１

２
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

３
６
の
１
４
か
ら
３
６
の
１
７
ま
で

削
除

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の

特
例
）

３
６
の
１
８

略
３
６
の
１
９

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

(1
)
略

３
５
の
５
～
３
６
の
９
か
ら
３
６
の
１
１
ま
で

略
（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

３
６
の
１
２

略
３
６
の
１
３

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
、

附
則
第
１
３
項
の
４
及
び
附
則

第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得

割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及

び
附
則
第
３
６
項
の
１
２
の
規

定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、

第
２

６
条

の
６

第
１

項
前

段
、

第
２

６
条

の
７

、
第

２
６

条
の

８
第

１
項
、
附
則
第
１
３
項
の
４
及
び

附
則
第
１
３
項
の
７
中
「
所
得
割
の
額
」

と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
並

び
に
附
則
第
３
６
項
の
１
２
の
規
定
に
よ

る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と

、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
後
段
中
「
所
得

割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得

割
の
額
及
び
附
則
第
３
６
項
の
１
２
の
規

定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)
・
(4
)
略

３
６
の
１
４
か
ら
３
６
の
１
７
ま
で

削
除

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の

特
例
）

３
６
の
１
８

略
３
６
の
１
９

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

(1
)
略
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改
正
後

改
正
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(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
並

び
に
附
則
第
１
３
項
の
７
及
び

附
則
第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
２
６
条
の
５
中

「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割

の
額

及
び

附
則

第
３

６
項

の
１

８
の

規
定

に
よ

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１

項
前
段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の

８
第

１
項

並
び

に
附

則
第

１
３

項
の

７
及

び
附

則
第

１
３

項
の

１
０

中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は

「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の

１
８
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１

項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
３

６
項

の
１

８
の

規
定

に
よ

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額

の
合

計
額

」
と

す
る
。

(3
)
・
(4
)
略

(5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附

則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の

１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「

所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の
１

８
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

３
６
の
２
０
・
３
６
の
２
１

略
３

６
の

２
２

附
則

第
３

６
項

の
２

０
後

段
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
並

び
に
附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附

則
第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「

所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割

の
額
及
び
附
則
第
３
６
項
の
２
０

後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割

の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１

項
前
段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条

の
８
第
１
項
並
び
に
附
則
第
１
３

項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
中

「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「

所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の

２
０
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税

の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６

第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」

と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則

第
３

６
項

の
２

０
後

段
の

規
定

に
よ

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額

の
合

計

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
並

び
に
附
則
第
１
３
項
の
４
及
び

第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得

割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及

び
附
則
第
３
６
項
の
１
８
の
規

定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、

第
２
６
条
の
６
第
１
項
前
段
、

第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項

並
び
に
附
則
第
１
３
項
の
４
及

び
第
１
３
項
の
７
中
「
所
得
割
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
３
６
項
の
１
８
の
規
定
に
よ
る

市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、

第
２
６
条
の
６
第
１
項
後
段
中
「
所
得
割

の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割

の
額
及
び
附
則
第
３
６
項
の
１
８
の
規
定

に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)
・
(4
)
略

３
６
の
２
０
・
３
６
の
２
１

略
３

６
の

２
２

附
則

第
３

６
項

の
２

０
後

段
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
並

び
に
附
則
第
１
３
項
の
４
及
び
第

１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得
割

の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及

び
附
則
第
３
６
項
の
２
０
後
段
の

規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」

と
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
前
段

、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第

１
項

並
び

に
附

則
第

１
３

項
の

４
及

び
第

１
３

項
の

７
中

「
所

得
割

の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額

並
び
に
附
則
第
３
６
項
の
２
０
後
段
の

規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の

額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
後
段

中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は

「
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
３
６
項
の

２
０
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の

額
の
合
計
額
」
と
す
る
。
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改
正
後

改
正
前

額
」
と
す
る
。

(3
)・

(4
)
略

(
5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の
２

０
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の

特
例
）

３
６
の
２
３

略
３
６
の
２
４

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
並

び
に
附
則
第
１
３
項
の
７
及
び

附
則
第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
２
６
条
の
５
中

「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割

の
額

及
び

附
則

第
３

６
項

の
２

３
の

規
定

に
よ

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１

項
前
段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の

８
第

１
項

並
び

に
附

則
第

１
３

項
の

７
及

び
附

則
第

１
３

項
の

１
０

中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は

「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の

２
３
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１

項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
３

６
項

の
２

３
の

規
定

に
よ

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額

の
合

計
額

」
と

す
る
。

(3
)・

(4
)
略

(5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附

則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の

１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「

所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の
２

３
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

３
６
の
２
５
・
３
６
の
２
６

略
３

６
の

２
７

附
則

第
３

６
項

の
２

５
後

段
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に

(3
)・

(4
)
略

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の

特
例
）

３
６
の
２
３

略
３
６
の
２
４

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
並

び
に
附
則
第
１
３
項
の
４
及
び

附
則
第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「

所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の

額
及
び
附
則
第
３
６
項
の
２
３

の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」

と
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
前

段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の
８
第

１
項
並
び
に
附
則
第
１
３
項
の

４
及
び
附
則
第
１
３
項
の
７
中
「
所
得
割

の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割

の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の
２
３
の
規

定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の

額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
後
段
中

「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は

「
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
３
６
項
の
２

３
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

(3
)
・
(4
)
略

３
６
の
２
５
・
３
６
の
２
６

略
３

６
の

２
７

附
則

第
３

６
項

の
２

５
後

段
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
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改
正
後

改
正
前

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(
2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条
の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
並

び
に
附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割

の
額
及
び
附
則
第
３
６
項
の
２
５
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割

の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１
項
前
段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条

の
８
第
１
項
並
び
に
附
則
第
１
３
項
の
７
及
び
附
則
第
１
３
項
の
１
０
中

「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の

２
５
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６

第
１
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則

第
３

６
項

の
２

５
後

段
の

規
定

に
よ

る
市

民
税

の
所

得
割

の
額

の
合

計
額
」
と
す
る
。

(3
)・

(4
)
略

(
5
)
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
１
３
項
の
１
８
及
び
附
則
第
１
３
項
の
２
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の
２

５
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。

３
６
の
２
８
～
４
３

略

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
)
略

(2
)
第
２
６
条
の
５
か
ら
第
２
６
条

の
７
ま
で
、
第
２
６
条
の
８
第
１
項
並

び
に
附
則
第
１
３
項
の
４
及
び

附
則
第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
第
２
６
条
の
５
中
「

所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の

額
及
び
附
則
第
３
６
項
の
２
５

後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の

額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１

項
前
段
、
第
２
６
条
の
７
、
第
２
６
条
の

８
第
１
項
並
び
に
附
則
第
１
３

項
の
４
及
び
附
則
第
１
３
項
の
７
中
「
所

得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所

得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
３
６
項
の
２
５

後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
、
第
２
６
条
の
６
第
１

項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
３

６
項
の
２
５
後
段
の
規
定
に
よ

る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計
額
」
と

す
る
。

(3
)
・
(4
)
略

３
６
の
２
８
～
４
３

略
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大
村
市
都
市
計
画
税
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
（
第
２
条
関
係
）

改
正
後

改
正
前

附
則

１
略

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
２
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

２
法
附
則
第
１
５
条
第
３
２
項
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
７
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

３
法
附
則
第
１
５
条
第
３
７
項
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

４
法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
に
規
定
す
る

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

５
略

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
特
例
）

６
宅
地
等
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市

計
画
税
の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、

当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税

に
つ
い
て
法
第
７
０
２
条
の
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と

き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
同
じ
。
）

に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
３

４
９

条
の

３
（

第
１

８
項

を
除

く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗

附
則

１
略

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
２
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

２
法
附
則
第
１
５
条
第
３
２
項
に
規
定
す

る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

３
法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
に
規
定
す

る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

４
法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
に
規
定
す

る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

５
略

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
特
例
）

６
宅
地
等
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市

計
画
税
の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、

当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税

に
つ
い
て
法
第
７
０
２
条
の
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と

き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
同
じ
。
）

に
１
０
０
分
の
５
（
商
業
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ

っ
て

は
、

１
０

０
分

の
２
.５

）
を

乗
じ

て
得

た
額

を
加

算
し

た
額

（
令

和

３
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税

標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
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改
正
後

改
正
前

じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
（
以
下
「
宅
地

等
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等

調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

７
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等

に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地
等

調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
６
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該

商
業

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

３
４

９
条

の
３

（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規

定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計

画
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
都
市
計

画
税
額
と
す
る
。

８
附
則
第
６
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅

地
等
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅

地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当

該
宅

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

３
４

９
条

の
３

（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定

に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都

市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税

額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
都

市
計
画
税
額
と
す
る
。

９
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該

年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
６
以

４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条

の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ

れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る

都
市
計
画
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超

え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

７
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地

等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
及
び
令

和
５
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計

画
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
６
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を

除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
を
超
え

る
場

合
に

は
、

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

都
市

計
画

税
額

と
す

る
。

８
附
則
第
６
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

宅
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
及

び
令
和
５
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都

市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地
等
が

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を

除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を

乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
に
満
た
な
い

場
合
に
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
都
市
計
画
税
額
と

す
る
。

９
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当

該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
６
以
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改
正
後

改
正
前

上
０
．
７
以
下
の
も
の
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年

度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第

１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該

商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額

と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

１
０

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当

該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
７

を
超
え
る
も
の
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地

等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１

０
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１

５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

１
１

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
６
年
法
律
第
４
号
）
附

則
第
２
１
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
２
５
条
の
３
の
規
定
を
適

用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
特
例
）

１
２

農
地
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市

計
画
税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当

該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法

上
０
．
７
以
下
の
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年

度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第

１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該

商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額

と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

１
０

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の

当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
７

を
超
え
る
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地

等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１

０
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１

５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

１
１

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
３
年
法
律
第
７
号
）
附

則
第
１
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
２
５
条
の
３
の
規
定
を
適

用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
特
例
）

１
２

農
地
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市

計
画
税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当

該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
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改
正
後

改
正
前

第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１

５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税

標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
当
該
農
地

の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表

の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る

都
市
計
画
税
額
（
以
下
「
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え

る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

略

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
）

１
３

略

（
読
替
規
定
）

１
４

法
附

則
第

１
５

条
第

１
項

、
第

９
項

、
第

１
３

項
か

ら
第

１
７

項
ま

で
、
第
１
９
項
、
第
２
０
項
、
第
２
４
項
、
第
２
７
項
、
第
３
１
項
か
ら
第

３
４
項
ま
で
、
第
３
７
項
、
第
３
８
項
、
第
４
２
項
若
し
く
は
第
４
５
項
、

第
１
５
条
の
２
第
２
項
、
第
１
５
条
の
３
又
は
第
６
３
条
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
限
り
、
第
２
条
第
２
項
中
「
又
は
第
３
３

項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
３
３
項
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５

条
の
３
ま
で
若
し
く
は
第
６
３
条
」
と
す
る
。

第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１

５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税

標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る

負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て

得
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
都
市

計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
（
以
下

「
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農

地
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

略

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
）

１
３

略

（
読
替
規
定
）

１
４

法
附

則
第

１
５

条
第

１
項

、
第

９
項

、
第

１
３

項
か

ら
第

１
７

項
ま

で
、
第
１
９
項
、
第
２
０
項
、
第
２
４
項
、
第
２
７
項
、
第
３
１
項
か
ら
第

３
５
項
ま
で
、
第
３
８
項
、
第
３
９
項
、
第
４
３
項
若
し
く
は
第
４
６
項
、

第
１
５
条
の
２
第
２
項
、
第
１
５
条
の
３
又
は
第
６
３
条
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
限
り
、
第
２
条
第
２
項
中
「
又
は
第
３
３

項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
３
３
項
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５

条
の
３
ま
で
若
し
く
は
第
６
３
条
」
と
す
る
。
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大村市国民健康保険条例の改正概要（第４９号議案関係）

１ 国民健康保険税の課税限度額の引上げ

２ 低所得世帯に係る国民健康保険税の軽減基準額の引上げ

【改正前】

【改正後】

※ 特定同一世帯所属者…後期高齢者医療制度の適用により国民健康保険の資

格を喪失した者で国民健康保険の資格を喪失した日の前日以後も継続して同

一の世帯に属するもの

３ 施行期日

令和６年４月１日

【改正前】 【改正後】

基礎課税額 ６５万円 ６５万円

後期高齢者支援金等課税額 ２２万円 ２４万円

介護納付金課税額 １７万円 １７万円

課税限度額 １０４万円 １０６万円

５割軽減基準額

基礎控除額（４３万円）＋２９万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者

数）＋１０万円×（給与所得者等の数－１）

２割軽減基準額

基礎控除額（４３万円）＋５３．５万円×（被保険者数＋特定同一世帯所

属者数）＋１０万円×（給与所得者等の数－１）

５割軽減基準額

基礎控除額（４３万円）＋２９．５万円×（被保険者数＋特定同一世帯所

属者数）＋１０万円×（給与所得者等の数－１）

２割軽減基準額

基礎控除額（４３万円）＋５４．５万円×（被保険者数＋特定同一世帯所

属者数）＋１０万円×（給与所得者等の数－１）
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大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
課
税
額
）

第
１
１
条

略

２
略

３
第
１
項
第
２
号
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第

２
項
の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算

定
し
た
所
得
割
額
並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合

算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
２
４
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場

合
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
２
４
０
，
０
０
０
円

と
す
る
。

４
略

（
保
険
税
の
減
額
）

第
２
５
条

次
の
各
号
に
掲
げ

る
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保

険
税
の
額
は
、
第
１
１
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ
に
掲

げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
６
５
０
，
０
０
０

円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
６
５
０
，
０
０
０
円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
ウ
及
び
エ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た

額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
２
４
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

２
４
０
，
０
０
０
円
）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か

ら
オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が

１
７
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
１
７
０
，
０
０
０
円
）
の
合
算

額
と
す
る
。

(1
)
略

(
2
)
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世

帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０

（
課
税
額
）

第
１
１
条

略

２
略

３
第
１
項
第
２
号
の
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第

２
項
の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算

定
し
た
所
得
割
額
並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合

算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
２
２
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場

合
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
２
２
０
，
０
０
０
円

と
す
る
。

４
略

（
保
険
税
の
減
額
）

第
２
５
条

次
の
各
号
に
掲
げ

る
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保

険
税
の
額
は
、
第
１
１
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ
に
掲

げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
６
５
０
，
０
０
０

円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
６
５
０
，
０
０
０
円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
ウ
及
び
エ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た

額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
２
２
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

２
２
０
，
０
０
０
円
）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か

ら
オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が

１
７
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
１
７
０
，
０
０
０
円
）
の
合
算

額
と
す
る
。

(1
)
略

(
2
)
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世

帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０
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改
正
後

改
正
前

０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０

０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
２
９
５
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

ア
～
カ

略

(
3
)
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世

帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０

０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０

０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
５
４
５
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え

な
い

世
帯

に
係

る
納

税
義

務
者

（
前

２
号

に
該

当
す

る
者

を
除

く
。
）

ア
～
カ

略

２
・
３

略

０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０

０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
２
９
０
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

ア
～
カ

略

(
3
)
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世

帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０

０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０

０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
５
３
５
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え

な
い

世
帯

に
係

る
納

税
義

務
者

（
前

２
号

に
該

当
す

る
者

を
除

く
。
）

ア
～
カ

略

２
・
３

略
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広域農道の除草作業における樹木の誤伐採について（報告第３号関係）

１ 経緯

令和５年９月１９日午後２時３０分頃、本市都市整備部会計年度任用職員が広域

農道多良岳西部線で除草作業を行った際、〇〇氏（以下「相手方」という。）所有

の土地に植えてあった６本の樹木（啓翁桜）の枝を誤って伐採した。

２ 誤伐採の原因及び処理

誤伐採の原因は、当該会計年度任用職員が除草作業を行う範囲及び土地の境界の

確認を十分に行っていなかったことによるものである。

事案発生後、相手方と事後措置について協議を行い、下記３のとおり示談した。

なお、当該会計年度任用職員には、今後は、事前に除草作業を行う範囲及び土地

の境界について十分に確認を行うよう厳重に注意するとともに、他の職員にも同様

に周知した。

３ 示談内容

大村市は、相手方に対し、誤伐採した樹木の価格等に相当する額２２６，２４８

円を損害賠償金として支払う。
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広

域

農

道

長

崎

自

動

車

道

藤の 川 横 尾線
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3675
楕円

3675
四角形

3675
タイプライターテキスト
事案発生場所


3675
四角形

3675
タイプライターテキスト
詳細図１
　※伐採前


3675
タイプライターテキスト
詳細図２
　※伐採後


3675
タイプライターテキスト
報告第　　号関係資料


3675
線

3675
四角形

3675
線

3675
線

3675
線

3675
四角形

3675
四角形

3675
線

3675
四角形

3675
線

3675
テキストボックス
報告第３号関係資料


3675
タイプライターテキスト
民有地


3675
タイプライターテキスト
民有地


3675
タイプライターテキスト
境界


3675
タイプライターテキスト
境界


3675
タイプライターテキスト
歩道


3675
タイプライターテキスト
歩道


3675
タイプライターテキスト
車道


3675
タイプライターテキスト
車道


3675
線

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
タイプライターテキスト
広域農道


3675
タイプライターテキスト
広域農道


3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
四角形

3675
テキストボックス
広域農道多良岳西部線


3675
線

3675
テキストボックス
至諫早


3675
四角形

3675
四角形

3675
多角形

3675
多角形

3675
テキストボックス
市道藤の川横尾線


3675
テキストボックス
長崎自動車道


3675
線

3675
テキストボックス
上諏訪公民館


3675
線



大村市環境センターにおける自動車破損事故について（報告第４号関係）

１ 経緯

令和６年３月８日午後２時頃、大村市環境センターにおいて、本市市民環境部職

員が、〇〇氏（以下「相手方」という。）所有の普通自動車（以下「相手方車」と

いう。）のバックドアから搬入ごみ（布団）を降ろす作業を手伝った際、当該搬入

ごみを相手方車の後部座席右側のシートベルトホルダーに接触させ、当該シートベ

ルトホルダーを破損させた。

２ 事故の原因及び処理

事故の原因は、当該職員が搬入ごみの積込み状況や荷室の状況の確認を十分に行

っていなかったことによるものである。

事故発生後、相手方と事後措置について協議を行い、下記３のとおり示談した。

なお、当該職員には、今後は、搬入ごみの積込み状況や荷室の状況について十分

に確認を行うよう厳重に注意するとともに、他の職員にも同様に周知した。

３ 示談内容

大村市は、相手方に対し、修理費の全額２，３２１円（全額保険対応）を損害賠

償金として支払う。
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詳細図

森園公園 市道杭出津松原線

大村浄水
管理センター

大村市民プール

相手方車（後方）

報告第４号関係資料

事故発生場所

（大村市環境センター）

布団

相手方車のバックドアから布団を降ろす作業を手伝った際、

シートベルトホルダーを破損させた

シートベルトホルダー
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公用車の物損事故について（報告第５号関係）

１ 経緯

令和６年２月８日午前１０時頃、本市市民環境部会計年度任用職員が、方向転

換のため公用車を後退させた際、〇氏（以下「相手方」という。）の自宅敷地内

の駐車場に設置されたカーポートの支柱及び雨水排水管に接触させ、当該カーポ

ートの支柱及び雨水排水管を損傷させた。

２ 事故の原因及び処理

事故の原因は、当該会計年度任用職員が車両の後方の確認を十分に行っていなか

ったこと及び同乗者による誘導指示が聞こえるよう窓を開ける等の措置を講じてい

なかったことによるものである。

事故発生後、相手方と事後措置について協議を行い、下記３のとおり示談した。

なお、当該会計年度任用職員には、今後は、車両の後方を十分に確認し、同乗者

による誘導指示が聞こえるように必要な措置を講じるよう厳重に注意するとともに、

他の職員にも同様に周知した。

３ 示談内容

大村市は、相手方に対し、修理費の全額２９３，１５０円（全額保険対応）を損

害賠償金として支払う。
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